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開会 

〇佐山公一（多摩川流域

懇談会・司会） 

 皆様、定刻となりまし

たので、第3回多摩川流

域歴史シンポジウムを始

めたいと思います。 

 最初に、多摩川流域懇談会事務局でみずとみどり

研究会の佐山が本日の司会を務めさせていただきま

す。本日はよろしくお願いいたします。 

 

開会挨拶 

神谷 博氏（多摩川流域懇

談会運営委員長） 

 

〇神谷 

 皆様、こんにちは。神谷でございます。 

 それでは、趣旨説明、内容について御説明したい

と思います。まずタイトルについて、第3回多摩川

流域歴史シンポジウムはサブタイトルとして「多摩

川と人間のかかわりの歴史を掘り起こし、『多摩川

らしさ』としての地域文化を再発見していきます」

となっています。これが全体の趣旨となっており、

今日はこれまで続けてきました歴史セミナーの総ま

とめとしてのシンポジウムとなります。 

 開催趣旨として、「これまで多摩川流域歴史セミ

ナーを『古代』『中世』『近世』に区切り、10回開

催してきました。今回はその総まとめとして、第3

回多摩川流域歴史シンポジウムを開催いたします。」

とあります。これは時代区分として大きく分けて考

え、時間軸でつないでいくということですが、もう

一つは、各時代における多摩川の上・中・下流地域

をつなぐということも含めて扱ってきました。 

 さらに会場に関して、学芸員さんのお話を中心に

各地域、流域の博物館を巡ってきました。「多摩川

流域の郷土博物館、人をつなぐ」ということで、時

間をつなぐ、地域をつなぐ、人をつなぐ、という趣

旨で続けてきたセミナーです。第1回を2014年の11

月に開催し、第10回が2020年の11月と6年間行って

きました。その間に、歴史シンポジウムを2回行っ

ています。今回が3回目となります。「多摩川歴史

巡り」という地図のお披露目も兼ねた総まとめとし

て、今回のシンポジウムを開催しました。 

 本日のタイムスケジュールについて、初めに基調

講演をいただきます。これは多摩川流域懇談会の会

長をされております知花先生からお話をいただきま

す。「河川工学から見た多摩川の歴史」ということ

で知花武佳先生、東京大学大学院工学系研究科准教

授です。休憩を挟みましてパネルディスカッション

に移ります。パネルディスカッションのテーマは

「歴史セミナーを振り返って」ということで、私が

コーディネーターとなり、コメンテーターには知花

先生に入っていただきます。また、全10回のセミナ

ーの中で、今日は6名の発表者の方にパネリストと

して来ていただいています。小田静夫先生は東京大

学総合研究博物館研究事業協力者で、第1回にお話

しいただきました。「多摩川歴史巡り」の作成は小

田先生の御提案で始まりました。それから江口桂さ

んは府中市文化スポーツ部ふるさと文化財課長、第

2回にお話しいただきました。次に橋場万里子さん

は多摩市文化振興財団学芸員で、第5回に、関戸合

戦、関戸の地域性ということでお話しいただきまし

た。望月一樹さんは神奈川県立歴史博物館長で、第

7回に多摩川下流域の中世史についてお話しいただ

きました。眞下祥幸さんは江戸東京博物館学芸員で、

第8回「近世多摩川と分水」の際に玉川上水のお話

をしていただきました。それから第9回に小野一之

さん、現在は大東文化大学非常勤講師ですが、府中

の郷土の森博物館の館長を長いことされていました。 

パネルディスカッションが終わりましたら、最後

に京浜河川事務所から閉会の挨拶という形で本日の

予定を組んでおります。 

 それでは、基調講演に移りたいと思います。 
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基調講演 

「河川工学から見た多

摩川の歴史」 

知花 武佳氏（東京大学大

学院工学系研究科准教授） 

 

1 自己紹介 

皆さん、改めましてこんにちは。東京大学の知花

と申します。 

 本日はこのような機会をいただき、ありがとうご

ざいます。今日は「河川工学から見た多摩川の歴史」

というタイトルで発表させていただきます。よろし

くお願いします。 

 まず自己紹介を申しますと、私は現在、東京大学

で河川工学を専門に研究をしております。出身は関

西です。関西で中学受験や高校受験をしようとする

と、社会科が必要ない学校が多いのです。私のよう

に戦略的に受験勉強だけをしてきた人間は、社会科

はなるべく勉強せず、その時間を全部算数や数学、

理科に注ぎ込んできたので、日本史とかは多分40点

を超えたことはありません。なので、そういった人

間が今日、歴史の専門家の皆様の前で「歴史」とい

うタイトルをつけた話をするというだけでも、非常

に緊張しております。ただ、昔の反動からか、最近

はここにいらっしゃる皆様の博物館や資料館にもよ

くお伺いしておりますし、頂いた発表の講演資料も

非常に楽しく勉強させていただきました。私がふだ

ん研究している観点と皆様の歴史との接点が見つか

ればと思っております。では、内容に入っていきま

す。 

2 講演概要 

 タイトルスライドの写真は大丸用水堰です。私は

この場所を何度か訪れたことがありましたが、今回

このテーマを頂いてから、たくさんの資料や地図を

見て検討し、改めて大事なポイントであることが分

かりました。なぜ国府がここに置かれたのかという

ことも、川の中から見て少し見えてきたような気も

しますので、それが合っているのかもぜひ教えてい

ただければと思います。 

 

本日のお話ですが、最初に、河川工学とは何かと

いうことを皆様にお話したいと思います。私の講義

では、河相と流域景観というものが出てきます。

「河相」は安芸皓一先生が定義された言葉で、川の

あるがままの姿と定義されており、古くに「河相論」

という本も出されています。「流域景観」という言

葉は、人によっては河川景観や土地景観と様々な言

い方をします。簡単に言いますと、河相というのは、

物理的な土砂と水と栄養物質の相互作用でできる姿

を私は河相と定義しています。景観というのは見た

目という意味もありますが、もう少し広い意味で、

川を中心としていろいろな人や生物がどういった営

みをしているのかまで含めています。なので、この

辺で少し歴史と接点が出てくるのではないかと思っ

ています。 

次に2番目にお話しする多摩川の河相に関するお

話ですが、最近大きな石がありません。昔はあった

はずですが、それが砂利で埋まっているのです。 

もう一つ、多摩川の流域景観に関するお話ですが、

人口密度に着目しますと、多摩川は日本の中でもト

ップクラスの人口密度を誇っている地域を流れてい

ます。そうすると、川を中心にした人の暮らしは見

にくくなります。今日のお話は羽村堰から河口であ

る羽田空港までのいわゆる平野区間を中心に話しま

すが、この区間の変化が非常に見づらくなっていま

す。昔はもっとメリハリがあったはずだというのが

2番目の話です。 
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 3番目の話は、私どものグループでずっと研究し

てきた成果のまとめです。人と川の距離が近いか否

かという話ですが、物理的ではなく精神的な距離で

す。川をよりよくしようとか、どうやったら子供た

ちを川で遊ばせられるかとか、そういったことを考

えている地域か否かです。すなわち、人と川の距離

が近いというのは、人の意識が川に向いているとい

うことです。そういう地域に共通する要素として、

中流域だと取水堰の存在があります。下流域だと河

岸あるいは渡し場があります。今日は多摩川につい

てもこれらの特徴に焦点を当てて私なりの分析をし

てみました。こういったものがあるところは地域の

人の川に対する関心が高くなっていると思います。

これは、今後の河川教育や防災を考えていく上でも

非常に重要になってくるかと思います。 

 4番目が一番お話ししたいことになります。河川

工学や河川管理では、河川を縦断方向に見たときに、

勾配が急変する地点に注目することがあります。こ

の勾配変化点を押さえるということが非常に大事に

なってきます。勾配変化点を境に、川の特徴や川と

人との関わり方が大きく変化します。人の活動を一

度抜きにして、粛々と川の勾配が変化する地点を探

すと、多摩川には大きく変化する箇所が3つありま

す。1つ目は六郷で、ちょうど東海道がクロスする

ところです。2つ目が丸子で、中原街道がクロスす

るところです。3つ目は是政です。先程、大丸用水

堰の写真をお見せしましたが、あの地点でして、府

中街道がクロスします。この3つが勾配の大きく変

化するところです。 

 続いて、大山街道の二子玉川、日光街道の拝島が

その次に注目すべき勾配変化点です。勾配変化点な

ので大きく変化するところと小さく変化するところ

があるのですが、ここの2か所は上記3か所の次に変

化するところです。鎌倉街道、甲州街道は、川を横

断する場所と勾配変化点との関係が見えにくいです。 

 いずれの話にも共通するのは、様々な特徴の根源

というのは地理にあるということです。今の勾配変

化点と縄文時代の勾配変化点は違っているはずです

が、そんなに大きくは違わないだろうとも考えてい

ます。勾配が変化するには、何らかの理由があるか

らです。 

 一番申し上げたいのは、今の川の姿、つまり河相

と流域景観といったものに、先生方が調査された遺

跡や歴史的な文書を補完すれば、今後に活かせる新

しい知見が得られるんじゃないかということです。

逆に言うと、そういったことをやってこなかったと

いうのが私どもの反省です。 

3 河川工学からみた多摩川の歴史 

① 河川工学とは 

ようやく中に入ります。河川工学の定義ですが、

高橋裕先生の教科書の定義が、私としては一番全て

を言い表しているように思います。高橋先生による

と、「河川工学は、自然の一部としての河川と、そ

れに働きかける人間との、より高次な調和を求める

ための技術行為の基礎を探求する学問。」と定義さ

れています。私が先ほど言いました河相で言うと、

川の中で石ころがどう動いてどんな地形ができるか、

あるいは洪水対策でどんな護岸を造っておけば安定

するのか、あるいはどれぐらいの雨が降ればどれぐ

らいの洪水になるのか、森林で覆われている山と住

宅地ではどのように洪水が違うのかとか言った話題

も河川工学の範疇でありますし、流域景観で言うと、

関連する法制度の話なども入ってくるわけです。つ

まり非常に範囲が広い学問になります。なので、先

生の得手不得手で、どうしても重心を置くところが

少しずつ違うということも特徴かもしれません。 

 ちなみに、私が現在の河川工学の講義で扱ってい

る、あるいは今後扱おうとしている歴史パートに出

てくる歴史上の人物をざっと並べてみました。素盞

鳴尊を入れていいのかというのはありますし、八岐

大蛇退治の話は諸説ありますが、斐伊川の河川の特

徴を表す上で使用します。河川工事や河川に関わる

改修は仁徳天皇から始まります。茨田堤とか堀江の

開削から始まり、行基、空海の池溝の整備がありま
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す。次は武田信玄になります。土木事業という意味

ではなかなか人が出てこないのが中世です。もちろ

ん幾つかの灌漑用水の建設や話はありますが、公共

事業としての河川改修が中世にはなく、戦国時代の

戦国大名が各地域を豊かにしようとしたところまで

話が飛びます。その後、信玄から伊能忠敬まで、戦

国、江戸では幾らでも話が出てきます。 

 

 こうして見ると、どうしても関西の淀川中心から

利根川中心になってくるので、多摩川関係がなかな

か話せていません。多摩川関係で話すと、小泉次太

夫や田中休愚といった、二ヶ領用水絡みの人々が中

心になってくるのだろうと思います。もちろん玉川

上水もあります。しかし、なかなか授業の中で全部

紹介しきれないのが現状です。それより後、ファン

ドールンらお雇い外国人以降の話は得意な先生も多

く、様々な教科書に出てきます。これは今日の話と

関係ありませんが、河川工学と歴史の接点を探ると

このような人たちが登場するということでお話しし

ました。 

 戻りますが、河川を例とした自然と人間との関係

究明を図示しましたものがこれになります。左にあ

るプレートテクトニクスから始まる地殻変動や気候

変動、海面変化が流域の形をつくります。その流域

の形にどういう川が入ってくるか、どんな地質が見

られるのか、どんな土砂が出るのか、どれだけ水分

を保持しているのか、こういったものが流域の特徴

として挙げられます。ここで言う流域は山の尾根で

囲まれた部分になります。 

 

 そういった流域の特徴で、川の中に入ってくる物

質、水、土砂が決まります。青のボックスの中はこ

れらの相互作用です。河道内構造物は人間が設置す

るものですし、植物も生物ですが、物理基盤として

の役割を果たすので、ここに差し込んでいます。こ

ういった相互作用系で川の姿が決まりますと、どう

水を引くのかという資源利用が最初にあって、次に

そこで安全に暮らしていくための防災があります。

そして最近は、自然とどう親しむのかといったもの

も生活の一部として関わっています。さらに生業と

か産業といったものも関わってきます。 

 このように、川の姿が決まれば生活や生業、産業

の姿が決まって、伝統文化が醸成されていくという

イメージを描いています。それをひっくるめたもの

が流域景観だと私は定義しています。ただこの絵も、

私が10年以上ずっといじり続けて、矢印を引いては

違うなといってまた消去するということを繰り返し

ていますので、恐らく今後も少しずつ変わっていく

と思います。 

② 河相と流域景観に関わる研究報告 

 それでは、多摩川の話に入っていこうと思います。

冒頭に申しましたとおり、河相と流域景観というの

が多摩川では単調化している気がしています。なぜ

かというお話を少ししたいと思います。 

 まず、河川生態学術研究会という研究会で土木研

究所の石神さんがまとめられた結果によれば、小作

堰の上流、要はちょうど扇状地に入ったところから

大丸用水堰までは石ころの大きさが5センチなので

す。多少変動しながらも、全然変わりません。 

 私は様々な川へ行っていますが、20センチの石こ
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ろがあるかないかというのは重要になります。20セ

ンチの石があると、周りにある細かい石は大きな石

の陰になって、ちょっとした洪水では流されずに残

ります。だから20センチ以上の材料があると、川底

の材料は多少大きな洪水が来ても流れてしまうこと

はありません。動いたとしても大きな石はゆっくり

動くので、砂利もゆっくり動くということになりま

す。しかし、このコアになる20センチを外してしま

うと、砂利は大きな洪水が来ると全部流れてしまい

ます。すべて流れ切ってしまうときもあります。な

ので、大きな石が入っているかどうかというのは大

きな違いです。 

 ちなみに、支流の浅川も砂利ばかりになり、洪水

が来ると川底の砂利がなくなってしまう状況なので、

川底が安定するように大きな石や石を詰めた袋を放

り込んでいます。それくらい大きな石は大事なので

す。しかし、多摩川は現状大きな石がありません。

下流まで調査しましたが、27.9キロの押立のあたり

や19.9キロの二子玉川の少し上流では3センチです。

ここでは、小さい石で1センチ、大きい石が5センチ

ですから、小作堰の上流とあまり変わらない砂利だ

らけということが多摩川の特徴になっています。 

 なぜなのかについて、多摩川上流の地質図を示し

ますと、真ん中にあるのが小河内ダムと奥多摩湖で

す。ここが四万十帯。要は中生代後期白亜期にプレ

ートが日本列島の横で沈み込んで、その上に乗っか

っている堆積物を大陸に押しつけてできた付加体と

いうものです。四万十帯より少し年代が古いものが

ジュラ紀の秩父帯です。多摩川ではすごく上流のほ

うに花崗岩も入っています。 

 

 この地質は河相を考える上で非常に大事です。例

えばここに4つ写真を示します。左上は新潟県の関

川、右上は長野県の中房川、左下が山形県の最上川、

右下が多摩川です。関川は少し赤茶けており、大き

な石がごろごろしています。中房川は大きな石がご

ろごろしていると同時に砂もたくさんあります。多

摩川は硬い岩盤の周りに砂利があります。最上川は

茶色い粘土が固まったような柔らかい岩盤をしてい

ます。結局この差をもたらしているのは地質で、左

上が火山岩、右上が花崗岩、左下が新第三紀の堆積

岩、右下の多摩川が中生代の堆積岩というように違

うのです。 

 

 なぜ違うかというと、風化の不連続性というのが

影響しており、要は安定できる石の大きさが違うと

いうことです。左が地質の種類で、右が石の大きさ

です。丸をつけているところが安定しやすい大きさ

だと思ってください。花崗岩だと大きな石とか岩の

塊が安定しますが、礫、砂利はあまり安定しなくて、

「マサ」という砂ではまた安定します。火山岩は複

雑で、大きな石で安定しそれ以下の大きさは出にく

いのです。しかし、火山があると火山砕屑物や火山

灰が出てくるので、もっと様々な種類のものが出ま

す。それは確かにそうですが、岩としては大きなも

のが安定しやすいです。しかし、多摩川の流域で言

うと、中生界、新第三系がメインになってきますの

で、そもそも基岩が風化すると大きな岩塊は出にく

いです。表の中で礫が消えていますが、礫ぐらいは

出ます。しかし、岩塊についてはあまり出ないとい

うのが一つの特徴です。 
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 こちらは、多摩川の上流で撮った写真です。上流

へ行くと、山で大量の細かい砂利が出てくるのがわ

かります。以前の歴史セミナーでも出ていましたが、

山のほうに行けば石が大きくて、中流に行けば小さ

くなって、下流に行けば砂利になって砂になります。

小学校では、最初は大きな石だが、石と石がぶつか

って摩耗して削れて細かくなり、海に行く頃には砂

になりますと言われます。しかし河川工学では、こ

れは2つあるセオリーのうちの1つなのです。これは

摩耗説というもので、実は河川工学のほうでは重視

しないことが多いです。 

 

 もう一つが分級説です。大きな石は急勾配のとこ

ろだと流れるが、勾配が緩くなってくるとそれより

先に行けなくなり、止まってしまいます。一方、砂

利とか砂は遠くまで運ばれるので河口まで行きます。

なので、風化の不連続性によって出てくる粒度分布

はある程度山で決まってしまい、それがしかるべき

位置まで流れていっているというのが分級説です。 

 どっちの説が正しいかということではなく、いず

れにせよ山から砂利が出ているということがポイン

トとなります。例えば、これは沢井の写真です。御

岳渓谷では、10センチを超えるものはほとんどあり

ません。昔からこうだったわけではなく、砂利で埋

まったのです。 

 

 多摩川は砂利採取で砂利が採取されていました。

砂利をたくさん取ることで、川底がどんどん下がっ

ているという事実と、砂利ばっかりになって困って

いるという事実は矛盾しているように思えます。例

えば、多摩大橋にある、昭島クジラの化石が出た

170万年前の海底堆積物が固まった岩盤では、上に

乗っていた砂利とか石がなくなっています。それが

実は昭和38年の写真を見ると、大きな石しかありま

せん。もともとは大きな石も砂利もあったはずです

が、砂利を取る目的はコンクリートの骨材ですので、

大きな石は邪魔になります。年配の方に聞いても、

大きな石がごろごろ転がっていたと言います。では、

その石はどこに行ったんですかと聞くと、知らぬ間

になくなったと言われました。砂利がなくなったの

で転がりやすくなって無くなったという説もありま

すし、誰かが使ったという説もあります。とにかく

最初に取られたのは砂利です。しかし、なぜか巨礫

はなくなってしまいました。巨礫がなくなった後に

砂利だけは回復してきます。 

 これを考えるときに大事なのは、多摩川の流路は

おおよそ現在の流路になってから1万年ぐらいは動

いてないということです。その間のいつか堆積した

大きな石を取るということは、川にとっては大打撃

だと考えています。 

 2002年に秋川で砂利の堆積がひどいというので調

査を行いました。その際、秋川漁協の方に最近の秋

川の問題は何かと聞くと、4割ぐらいの人が、早瀬

にあった大石がなくなり、淵が砂利で埋まったと言

いました。大きな石があると瀬・淵もあるが、大き
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な石がなくなって砂利になると真っ平らになるとい

うことです。多摩川に関して言えば、私が研究して

いた10年前と今を比べても真っ平らになってきてい

ます。 

 

 その後、高知県の物部川に行ったときに同じ話を

聞きました。秋川で調査したときにいろいろな人に

理由を尋ねたところ、スギを植えたせいだと言う人

が一番多くいました。スギは根が浅いので台風のた

びに倒れ、砂利が出るのだという話が出てきました。

奥多摩周遊道路を造った工事が原因だという説もあ

りましたが、それだと北秋川でも砂利が出ている説

明がつかないですし、さっきの沢井が砂利だらけな

のも変です。秋川と物部川の共通点は秩父帯であり、

ここは破砕帯だということです。しかし、それは昔

からの特徴のはずで、それに加え、何らかの人為的

な影響で砂利が出ているということは言えそうです。

こうして、川底にあまりメリハリがなくなったとい

うのが特徴となります。 

 

 河相の話をしてきましたが、ここからは流域景観

に関して違う話をします。「子どもの水辺」、ある

いは「水辺の楽校」というものがあります。これは

子供たちが安全に川のことを学べるように、ある場

所を整備して、地域の人も交えて子供たちの環境の

教育をやっていこうという場所です。2000年に始ま

りましたが、10年かけて一気に300ぐらいの登録が

なされました。しかし、それ以降だんだん頭打ちに

なりました。 

 全国に設置された「子どもの水辺」は調査時点で

全国に236ありました。このうち、活動を確認でき

たのは80と4割弱でした。中山間地や余り人が来な

いところにつくったため、誰も管理しなくなったと

か、最初は頑張っていたがだんだん力尽きてきたと

いう所が多くあります。 

 そういった中で活動が継続している地域を日本全

国マップに落とすと、多摩川だけ浮き出てきます。

他の川だと数箇所しかなく、その数箇所ですら活動

が確認できないというところもたくさんあるにもか

かわらず、多摩川は青梅から河口まで満遍なく活動

継続箇所が浮き出てきます。隣の荒川を見ると、人

口密度は多いですが、子どもの水辺はあまり多くあ

りません。 

 

 この表は横軸が川幅、縦軸がその地域の人口密度

を表しています。「子どもの水辺」で活動を継続し

ている割合を見ると、一番上の6,000～だけ抜きに

して、（50）～100という縦の列が15％ととても低

くなっています。川幅が50メートルを切るとある程

度継続されており48％になります。一方で、逆に

100～200メートルになるとまた49％となりますが、

なぜか50～100だけかなり低くなります。50メート

ルを切ると、小さな川なので中に入って活動がしや
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すいのです。100メートルを超えると河川敷が出て

くるので、活動拠点ができやすいのですが、50～

100メートルの川は入るには深いし、遊び回る河川

敷はありません。ですが、人口密度が6,000人を超

えてくると、何かしら工夫して活動するのか、差が

見られにくくなります。 

 

 もう一つ別の研究を紹介します。最近「流域治水」

という言葉が出てきており、流域で人の住まい方を

もう一度見直さなければいけないという動きが出て

います。すると、人はなるべく低地から退いて、高

台で暮らそうということになります。これは妥当で

すが、実は3パターンあるのです。 

 1つのパターンは、高台で暮らそうといっても、

低地しかない川です。そんなところで高台移転と言

われても、かなり遠くに引っ越さない限りできませ

ん。そういった川がたくさんあります。 

 残りの2つは、高台と低地がある場合ですが、1つ

は低地が田んぼになっていて高台が住宅地になって

いる川です。これは、洪水のリスクがあるところに

人がいないので治水上は非常に合理的です。ただ歴

史的に考えると、どうして高台みたいに水が取れな

いところに人が住めたのかという話になります。共

通して言えるのは、古い時代に用水が引かれ、江戸

時代には少なくとも台地の上である程度の集落が発

展しているようなところだと考えられます。3つ目

は、せっかく高台があるにもかかわらず低地に人が

集中している川です。台地は上流の河岸段丘で、人

が暮らしているのは河口付近の低地という状況が多

いです。 

 このように3種類のパターンがありますが、全く

見えない川もあります。ここでも、人口が過密にな

ると、台地にも低地にも同じように人が住んでいる

ので、台地の上に集中しているのか低地の上に集中

しているのか判断ができなくなります。このグラフ

の縦軸は、例えば台地が6割、低地が4割の流域で、

人口も台地が6割、低地が4割といった場合に0にな

ります。この住まい方が偏ると値が大きくなります。

つまり、台地6割、低地4割であるにもかかわらず、

人口は低地7割、台地3割とかだと値が大きくなりま

す。ここでは4,500人/㎢というのを超えると差がな

くなっています。どんな流域かというと、右下に書

いていますが、有名な都市河川ばかりです。多くは

国土交通省の計画規模が200年に一回の洪水に備え

ようと言っているような川ばかりで、多摩川も当然

この中に入ってきます。 

 

 これまでの研究をすべてまとめますと、昭和30年

代ぐらいまで遡れば、まだ巨礫もあり河相にはメリ

ハリがありました。人口も今ほど多くはなかったた

め、川との接し方にも、住まい方にもメリハリがあ

ったので、それぐらいの時期まで遡れば、多摩川の

河相にも流域景観にもかなりのメリハリが見えたは

ずです。そういう意味では、この頃の多摩川の記憶

がきちんとある方にきちんとその状況を聞いておか

なければなりません。今の多摩川見ても、川の中も

平坦、人の接し方も住まい方も平坦という状況です。 

 このような多摩川で人と川の関わりの特徴を模索

してもなかなか難しいので、田園地帯の残る低地や

山麓の農村地帯で研究をしてました。 
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③ 川と人の距離が近い場所に関する研究

報告 

 次に紹介するのは、どれぐらい人が川を利用して

いるのかという話です。左の図は、対象とした市町

村の広報誌を1年分調査し、実施されたイベントの

回数を整理したものです。右は、SNSやインスタグ

ラムでどれぐらい川に関する投稿があるのか整理し

たものです。右が日常利用で、左がイベント利用と

いうことになります。右を見ると、インスタグラム

で川の名前が出てくることはあまり多くなく、ほと

んどの川は1年を通して10人以下です。しかし、○

○川散歩しましたとか、○○川に行ってきましたと

いう投稿が多い川もあります。また、左を見ると、

年間に3回以上イベントをやっている川もあること

がわかります。 

 

 こういったところで、日常利用、イベント利用の

双方の観点で活発なところと、いずれも活発でない

ところを見ると、地図上に特徴が出てきます。赤で

示す川は、インスタグラムを見ていても頻繁に名前

が出てきて、広報誌でもイベント情報がたくさん出

てくる川です。しかし、その場所には偏りがあり、

真ん中が抜けていて、右と左に散っています。 

 

 埼玉の中小河川を歩いていると、とてもいい水辺

があります。草が刈られていてきれいに整備されて、

ごみ一つ落ちていません。それが、ずっと川沿いを

歩いていると突然やぶに変わって、不法投棄だらけ

になるときがあります。なぜ急に変わったのかと思

うと、それが見事に市町村界であることが多いです。

この感覚は多摩川ではあり得ませんが、他の川では

よくあることです。 

 これは、「○○市は川のことを一生懸命考えてい

るのに○○町は全然考えてない」というわけではな

く、歴史的背景があることが多いのです。先に答え

を言うと、小さいときに川で遊んだ経験のある人が

今高齢になり、子供たちに何とか川の良さを伝えた

いというので、草刈りなどの様々な活動をしている

ところは良いのですが、そもそも年配の人が新住民

だとか川で遊んだ経験がないとか、そういう人が多

い地域では、何も起こりません。行政に川をなんと

かして欲しいということもありません。 

 では、このような昔から川と関わりを持っている

人たちがいる地域はどこかというと、山麓のほうだ

とほぼほぼ取水堰のあるところです。田んぼに水を

引く堰があるようなところは、堰の維持管理をしな

ければいけないので、地域の人はいまだに河川を管

理しなければいけませんし、川の水の恩恵をいまだ

に受けています。なので、山麓のほうだと農業用の

取水堰の周りで、草刈りなどを地元住民の人がやっ

ているということが多いです。 

 

 一方、真ん中が抜けて下流のほうに行くと、街道

と河川の交点、さらに舟運で栄えた地域は、江戸時
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代には既に大きな集落が発展しています。そこで育

った人たちは、昭和30年より前には川で遊ぶなど、

川との深い関わりを持っていました。しかし、もと

もと田んぼだったところを高度成長期に急に市街化

したところは、川で遊んだ経験のある人たちではな

いので、何も起こりません。ただ、下流の川への意

識が高い場所では自分で草刈りをしている人もいま

すが、地域の人が行政に訴えて、草刈りをしてもら

って良い状態を維持している場合が多いです。要は、

既に川の恩恵には受けていないわけです。川を何と

かしたいという気はあるが、我が事ではないという

のが現状です。 

 なので、堰や河岸、渡し場が大事だというのがこ

の研究のポイントになります。この図は数値で表し

たもので、そういった堰のあるなしや河岸のあるな

しとイベントの活性度を比較した図になります。今

話したことが一応数値としても出ていることを示し

ておきます。 

 

④ 多摩川の「セグメント」と勾配変化点

の意義 

 ここがメインパートです。多摩川のセグメントと

勾配変化点というお話をしたいと思います。セグメ

ントという概念についてですが、河川工学では有名

な概念ですが、一方で分野外の人には分かりにくい

ということもよく言われます。これは山本晃一先生

が提唱された概念ですが、先生の教科書から木曽川

の図を持ってきました。上が木曽川の縦断面図です。

下は、川底の石の大きさです。上の図のセグメント

1と書いてあるところは急勾配です。それが、ある

ところを境に急に勾配が緩くなります。これがセグ

メント2です。最後に、あるところを境に急に真っ

平らになります。これがセグメント3です。 

 

 なぜはっきり変化点ができるのかというと、1つ

は、先ほど話した様々な大きさの石ころが産出され

る中で、ある特定のサイズが抜けるということです。

例えばこの地域だと、1から10ミリはほとんどあり

ませんので、それに該当する勾配もなくなります。

1つの関数で縦断面形を表現するという方法がよく

用いられますが、途中で傾きが急変することがある

ので必ずしもきれいに当てはまらないのです。分か

りやすく言うと、セグメント1は扇状地で、セグメ

ント2は自然堤防帯と言われるところです。要は扇

状地が終わって平らな部分です。ここは自然堤防帯

と言われることが多いですが、私は中央大学の鈴木

隆介先生の提唱される蛇行原という名称で呼びます。

要は扇状地が終わって三角州に至るまでの真っ平ら

なところで、川が蛇行するところです。セグメント

3は三角州です。なので、セグメント1、2、3と呼ば

ずに、扇状地と蛇行原と三角州と呼べばいいのです

が、必ずしも一致するわけではないのです。例えば

多摩川の扇状地がどこからどこまでだというのは、

様々な定義ができますが曖昧です。一方で、勾配が

どこで変わるのかは明確に定義ができます。 

 下の図は、上が100％、下が0％で、何ミリ～何ミ

リの石が何％占めているかを示しています。例えば、

一番右端の55キロ地点だと300ミリ以上があります。

先ほど多摩川では20センチ以上の石がないと言いま

したが、こちらの扇状地には30センチ以上がありま
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す。しかし、セグメント2になると大きな石はほと

んどありません。1ミリから10ミリはなく、10ミリ

以下だと0.1から1ミリしかないのです。河口付近に

なると、細かいものが塊になったりして複雑になる

のですが、このように勾配と石の大きさは本来対応

しているはずです。 

 平野について、川の勾配が急なところに大きな石

があるのか、大きな石があるから川の勾配が急でい

られるのかというのはなかなか言いにくいです。相

互作用で決まってくるので、平野に入ると川底の石

ころの大きさや川の曲がり方、勾配が大体対応する

と言われています。要は相互作用系で各指標のオー

ダーが大体決まってくるということです。 

 では、多摩川のセグメントはどうなっているかと

いうのを国交省の維持管理計画で見てみます。そう

すると、大丸用水堰までがセグメント1で、勾配が

400分の1より急になっています。次のセグメント2

は、2-1と2-2に分かれています。1も3も幾つにも分

けられますが、2-1と2-2は結構違います。扇状地で

見られる大きさの石もあって、いわゆる中流の礫河

原の風景があるのが2-1です。2-2になると、河原ら

しい河原はありません。多摩川の下流をイメージし

ていただければ分かりますが、河川敷があって、そ

の前を深い川が流れているというのが2-2です。2-1

は砂利や砂の河原がありますが、扇状地のような勾

配はないですし、白波が立っているような瀬も見ら

れません。なので、2-1と2-2は河相が違ってきます。

3は三角州なのでまた違いますが、2-1と2-2という

のは分けられることが多いです。なにより、一番違

うのは、石ころの大きさです。それと、先ほど話し

た河原の有無が違ってきます。 

 

 セグメント1の終わりは大丸用水堰ですが、セグ

メント2の終わりは5キロ地点で、その後セグメント

3が始まり、真っ平らになります。大丸用水堰と5キ

ロ地点の間で河相が変化する地点は調布の取水堰で

す。ここが大きな勾配変化点であり、2-1と2-2に分

かれます。2-1はさらに宿河原か二子玉川のあたり

で特徴が変わります。実際、二子玉川に小さな勾配

変化があります。 

 このように、大丸用水堰、調布取水堰、5キロと

勾配変化点が幾つもの解像度で分けられます。5キ

ロは東海道がクロスするところですが、この3か所

は勾配変化点としてちゃんとした特徴を有している

ということを次に示しておきます。 

 棒グラフで示されているのは、1974～2007年の間

で護岸がどれだけ壊れたかです。護岸が壊れた数に

は30キロと10キロにピークがありますが、ここはち

ょうど勾配が変わるところの2～3キロ下流です。こ

れは証明できていませんが、勾配が急なところから

緩くなるところに行くと土砂が堆積し、川が不安定

になりやすいと理解しています。変化点より少し下

流で河道が振れやすいという特徴が見られそうです。 
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 なので、私は勾配変化点＝不安定と考えていまし

たが、勾配変化点自体は河道が安定していることが

分かってきました。勾配変化点でちょうど川の位置

が決まり、2～3キロ下流でぶれます。それで、セグ

メント1と2-1の境界と、2-1と2-2の境界のそれぞれ

少し下流で護岸の被災が多いということです。2-2

と3の境界は、そこまでピークは出ていません。 

 河口から羽村堰までについて、セグメントの境界

と、セグメントの境界とまではいかずとも勾配が変

わるところ、これが1つ目の着眼点です。2つ目の着

眼点は先ほどの研究紹介でも出てきました街道と渡

しです。多摩川を横断する街道や渡しはたくさんあ

りますが、江戸時代の地図をベースにつくった地図

にちゃんと出ているものとか、以前御講演のあった

「調布玉川惣画図」でちゃんと舟の絵が描いてある

ものを中心に分布を示したのがこれです。ここにも

示している、3つ目の着眼点は堰の場所です。 

 

 勾配変化点と主要な街道及び渡しと堰の場所、今

日はこの3点が集中する場所が幾つかあるというこ

とを言いたいのです。一番下流側は東海道と六郷の

渡しで、セグメント境界が5キロです。ただ、資料

をいろいろ見ていると、もともとは5.5キロ付近に

境界があったという文書もありますが、セグメント

境界は今と昔で1キロくらいは変動していると考え

ていいかと思います。少なくともこのあたりで勾配

が変わるということと、そこを東海道が走るという

ことは無縁ではなさそうです。 

 なぜかというと、ここには古い時代の砂丘があり、

それを削って流れる川の流路はぶれていません。そ

の上流に行くと、鎌倉街道もありますが、次に注目

すべきは調布堰で、セグメント境界にもなります。

そのすぐ横に中原街道や丸子の渡しがあって、少し

下流で護岸の被災が多くなります。 

 また、迅速測図で見たときの石、礫河原というの

はここまでです。ここから下流に石の河原は見られ

ず、砂となります。これが2つ目のスポットです。

その次は、セグメントほどではないが勾配が変わる

サブセグメントで、二子の渡しのある二子玉川のと

ころです。ここでも河相の特徴が変わりますが、ち

ょうど大山街道が来ています。さらに上流に行くと、

次に来るのが大きな勾配変化点でセグメント境界

32.4キロの大丸用水堰です。その下流に府中街道と

是政の渡しがあり、もう少し下流で護岸の被災が多

いところが出てきます。 

 実はその上流、関戸の渡しから柴崎の渡しまでは、

多摩川で最も扇状地っぽい扇状地で、流れが不安定

です。ただ、これが大丸用水堰に来ると流路の位置

が安定します。さらにその上流に行くと、台地と台

地の間に挟まっているので明確ではないですが、日

光街道や拝島の渡しの少し上流に昭和用水堰があり、

特徴が変わります。川が合流することでも特徴が変

わるので、この辺が勾配変化点と対応するかははっ

きりしません。 

 羽村堰53.9キロが、扇状地のトップとは言いませ

んが、台地との接点の一番大事なところに築かれて

いるということになります。この地理院地図の治水

分類図は私どもにとって不可欠でして、これを下流

から順番に見て行きます。まず下流の様子を見ると、

砂丘がちょうど5キロの地点で、この上流で大きく

旧河道が蛇行していますが、ここの砂丘でそれが止

まっています。これが先ほどの5キロ地点のセグメ

ント境界に該当します。 

 そこから上流にいくと、多摩川台の古墳群が出て

くるまでの間は昔の河道が蛇行しており、多摩川の

東京側と川崎側で同じ地名が見られるのは、実は旧

河道で分かれているという解説がよくなされます。 
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 ポイントは、この多摩川台の古墳群がある場所で

は遺跡もいっぱい出ていますが、多摩川の流れはこ

こに必ずぶつかり、あちこちに行かないということ

です。なので、このすぐ横には旧河道がないのです。

そしてこの場所で一度安定した後、不安定になるの

で、その下流にはたくさんの旧河道が存在します。

そういった川が動かないところをねらって街道があ

ります。もちろん台地と低地の関係が大事だと思い

ますが、川の特徴だけからいっても、中原街道や丸

子の渡し、調布堰はピンポイントで安定するところ

です。 

 川の話で言うと、護岸の被災が多いところは、迅

速測図で礫河原となっています。この下はしばらく

河原がありませんし、その後出てくるのは「砂」な

ので、ここが最後の礫河原となります。写真で見て

も、ちょうどこの台地にぶつかるところの上流では

右と左に交互に河原が見えます。これは交互砂州と

言いますが、交互に河原が見えるのはここまでで、

ここから下流ではなくなります。ここには中原街道

と丸子の渡しがあります。堰も、川があちこちに移

動したのでは、毎回造り直さなければならないし、

そのたびに用水はどうするのだという話になるので、

こういうところでないと堰も造りにくいはずです。

なのでそういう意味でも、これはかなり重要なポイ

ントになってくるかと思います。 

 治水地形分類図で上流側に移動しまして、野川が

合流する二子玉川の地点ですが、旧河道は上流から

ここまでは比較的直線的なのに対し、二子玉川より

下流では少し蛇行し始めるので、ここの付近にも1

つ変化がありそうです。この上下流は定義的にはど

ちらも2-1ですが、2-1の中にもちょっと上流的なも

のと下流的なものがあって、それが二子玉川のあた

りと見ています。 

 

 今昔マップで明治時代の地形図を見ても、流路形

態が変化するのがわかります。上流側は幾つも細か

い流れが割れていますが、台地にぶつかる調布堰の

ところから下流では形が変わります。下流は河原が

なくなり、川幅が大きく変化します。広範囲で流れ

が右左に行っています。宿河原のあたりで変化を見

ることもできますが、宿河原で少し台地にくっつく

という以外は、比較的直線的な旧河道がフラフラし

ているのが見えるところで、そこまで大きな変化で

はありません。 

 

 ただ、大丸用水堰から上流はかなり様子が違いま

す。この絵の一番左端に日野用水堰があります。こ

こにあった柴崎の渡しのところは、台地と台地の幅

が狭いですが、その下流では広がります。浅川も、

関戸のあたりで合流していたという記述もあったの

で、柴崎の渡しから下流では、多摩川も浅川も入り

乱れながら流れていたと考えられます。旧河道が低
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地の北端を走っていたという話もあります。しかし、

常にあちこちに蛇行していたという記述もあって、

乱れて流れていたと考えられる区間です。 

 

 実はここは、等高線が万願寺の渡しの辺りを中心

に同心円状に3本見つけることができ、万願寺の渡

しのあたりから大丸用水堰まではミニ扇状地になっ

ています。なので、この区間で流れが左右に振れて

います。この区間は甲州街道や古甲州道がたくさん

あるという特徴も、こうした流れに関係しているか

もしれません。 

 そして、台地の形の影響からか、一番北端の流路

でも大國魂神社の少し上流では、南西に向かって真

っすぐに落ちてくるので、結局右岸側の大丸用水堰

のあたりに河道が集中しています。集中するところ

の北側には大國魂神社があります。 

 さらに、大國魂神社の前に自然堤防ができており、

これを境に、下流側は条里制の遺構がきれいなのに、

左（上流）側はあまりきれいでないと、以前の深澤

さんの講演録に書かれています。また、ここより上

流はセグメント1なので、扇状地の中の扇状地とい

った河原なのに対し、ここより下流はセグメント2

なので、蛇行原の礫河原ができています。 

 このように、川の特徴は大國魂神社とその前の自

然堤防とちょうど大丸用水堰のラインを境に変わる

ということがポイントになってきます。 

 つまり、川を縦断的に見て行くと、川が左右に振

れて変動してきたところと、いつの時代も大体そこ

を流れていたというホットスポットみたいなところ

があるのです。そのスポットには大体堰ができます

し、勾配変化点になりますし、すぐ下流には渡しが

あります。さらにその下流になると、流路が左右に

大きく振れ始めるので、護岸の被災も目立ちます。

このパターンが縦断的に何度か繰り返していると私

は今見ています。 

4 おわりに 

 終わりにまとめます。多摩川というのはジュラ紀

付加体なのでそもそも巨礫大礫が少ないのですが、

砂利採取のインパクトもあって現在は砂利だけにな

ったというのが1つ目の注目点です。2つ目は、人口

が過密になっているので、住まい方にも川に対する

意識にも差が見られにくくなっているということで

す。台地の上に人が多い川と低地に人が多い川があ

り、多摩川も本来は台地の上に人がいて、低地にも

少し人がいるぐらいだったと思います。それがいま

ではまんべんなく人が住んでいます。ちなみに、こ

うした高度な開発が低地でなされるのは江戸以降で

す。これ以降の低地の暮らしの話になると、川崎市

の歴史の話がおもしろく、有吉堤に至るまでいろい

ろありますが、それ以前の特徴というと、治水史は

語りにくい気がします。 

そして3つ目のポイントは、河川利用の活性化に

は川幅も影響しますが、河岸や渡し場、取水堰が重

要になるということです。多摩川にはたくさんあり

ますが、それが勾配変化点と合致していて、河道も

歴史的に見て安定している場所に設けられていると

考えられるというのがメインのお話でした。 

 そして、これが一番言いたかったところですが、

地理をベースに議論していると、現状の河相も歴史

的な暮らしも、あるいは今後この川をどうしたらと

いうところもつながってくるのではないかという期

待を持っているということです。 

 以上で私の発表を終わります。どうもありがとう

ございました。（拍手） 
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パネルディスカッション 

「歴史セミナーを振り返って～多摩川の開

発と文化～」 

 

コーディネーター 神谷  博氏 

コメンテーター  知花 武佳氏 

パネリスト  

 小田 静夫氏 

（東京大学総合研究博物館研究事業協力者） 

 江口 桂 氏 

（府中市文化スポーツ部ふるさと文化財課長） 

 橋場万里子氏（多摩市文化振興財団学芸員） 

 望月 一樹氏（神奈川県立歴史博物館長） 

 眞下 祥幸氏（江戸東京博物館学芸員） 

 小野 一之氏（大東文化大学非常勤講師） 

  

  

  

 

○神谷コーディネーター 

 では、始めたいと思います。 

 パネルディスカッションのタイトルは、「歴史セ

ミナーを振り返って～多摩川の開発と文化～」とな

っています。たくさんの内容や切り口がある中で、

開発と文化に絞ってみようということですが、それ

にこだわらずにいろいろなお話が出てくるかと思い

ます。 

 進め方ですが、パネリストの方が6名いらっしゃ

います。お2人ずつ区切りながら進めていきたいと

思っています。 

 では、初めに小田先生と江口さんから始めて、橋

場さん、望月さん、それから眞下さん、小野さんと

一回りしていきたいと思います。進め方として、振

り返りをそれぞれやっていると時間がかかってしま

いますので、「多摩川歴史巡り」の中で要約を念頭

に置いて、これから先の話を中心議論していきたい

と思います。 

 それでは、まず小田先生ですが、この「多摩川歴

史巡り」の地図をつくることを御提案いただきまし

て、おかげさまでこのシンポジウムがお披露目の機

会になったということで、大変ありがたい機会をい

ただいたと思います。 

 それでは、まずは小田先生、それから江口さんお

願いいたします。 

 

○小田パネリスト 

 私が地図をつくったらという話をしましたが、こ

んなすばらしいものができてありがとうございまし

た。いろいろな地域で、大きな川をメインにした歴

史や研究がたくさんありますが、これだけまとまっ

たものはほかにないと思いますので、自慢していい

と思います。 

 私のほうでは多摩川を考古学的に調べていました

が、いつ頃から多摩川を人間の利用に供したかとい

うのは、多摩川の地質を見ておかないといけないと

思っています。今日のお話で、参考になったことが

多くありました。 

 今から多摩川がどういうふうに変遷していくかと

いうことで、考古学的には旧石器時代、約3万年前

小田氏 江口氏 

橋場氏 望月氏 

眞下氏 小野氏 



 

- 16 - 

 

第3回多摩川流域歴史シンポジウム  

「多摩川史のまとめ」開催報告 

2021 年 9月 26日（日）13:30～16:50 

場 所：日野市東部会館内ホール 

参加者：57名（WEB）主催：多摩川流域懇談会 

 

から多摩川を利用した遺跡がたくさんあります。そ

の後、縄文時代にも多摩川を利用した集落が弥生時

代と続いていきますが、質が違います。旧石器時代

は高台に人間が住んで、多摩川という川自身を利用

することはほとんどなかったと思います。縄文時代

になると今の多摩川と全く同じような景色になり、

下流から上流までしっかりとした水の流れが出てき

ますから、そういう沖積世の時代になって初めて、

多摩川が人間として価値のある集落、定着した集落

がつくれるようになったと思います。それが弥生、

古墳、ずっと古代に続いていくのではないかと思い

ます。なので、旧石器時代と縄文時代とは多摩川の

景観が全く違うということは、一つ頭に入れておく

必要があります。 

 旧石器時代では、東京湾は湾じゃなくて渓谷です。

峡谷のような切り立った崖があって、多摩川はそれ

を流れていくわけですが、砂利ばかりです。遺跡を

掘ってもたくさん砂利が出てきますが、イモ石とい

う、芋みたいな石がたくさん遺跡から出てきます。

その頃になって初めて遺跡が出現しているというこ

とです。 

 その後は、武蔵野礫層という武蔵野台地のベース

になっている石を利用した、いわゆるふかし芋をつ

くったような礫群やそのようなものを利用します。

縄文になると、たくさん石の斧をつくりますが、斧

をつくるのに多摩川の砂利を打ち割っています。な

ので、大きい砂利は縄文から始まりました。旧石器

時代は、石ころの丸いやつを温めて食べ物に利用し

たと言われています。そういうような歴史が私の中

では見えてきます。 

 

○江口パネリスト 

 府中市文化スポーツ部ふるさと文化財課長の江口

と申します。私は平成27年（2015年）1月の第2回セ

ミナーで、「武蔵国府の成立と多摩川中流域の古代

集落」と題してご報告をさせていただきました。6

年前の講師、また、本日パネリストとしてお呼びい

ただきましたことを、改めて京浜河川事務所の皆様

及び神谷先生をはじめとした多摩川流域懇談会事務

局の皆様には厚くお礼申し上げたいと思います。 

 私からは大きく2点です。まず、古代の武蔵国府

について、私は長年、考古学の立場から、国府の成

立とその後の展開について調査研究に従事させてい

ただいております。府中市では昭和50年から市民の

皆様のご理解・御協力によって、今年で1,900か所

近い発掘調査を積み重ねてまいりまして、国内70か

所ほどの国府の中でも、最も国府の具体的な街並み

の様子が分かってきた国府と申し上げていいと思い

ます。 

 古代の武蔵国府は、段丘崖から奥へ1キロ近くほ

どまで街並みがつくられています。武蔵国府でも今

の現代人と同じように、生きていくためには水が欠

かせない存在でした。開発というテーマで見れば、

その街並みを維持していたのは、大型の共同井戸で

す。現在の大國魂神社境内に役所の中枢があったと

考えており、その付近にも湧水がありました。なぜ

府中に国府が置かれたのかについて、こうした水と

東山道武蔵路と呼んでいる官道、つまり水と道路の

結節点という水陸交通の要衝だったからだと考えて

きましたが、知花先生がそれを結論づけていただい

たと感じました。 

 もう1点、私は多摩川流域を中心とした多摩地域

の古代集落の遺跡を追いかけておりまして、多摩川

流域の古代集落も、その分布を追っていくと、水系

ごとに集落が営まれ、河川＝水とのつながりが欠か

せないことが分かってきました。その分布のまとま

りのエリアは、古代の郷の範囲に相当するのではな

いかと思っています。古代の郷というのは、文献史

学では領域はないと考えられていますが、ある程度

のまとまりがあったからこそ郷の領域が決められた

のではないかと考えております。 

 一つの例として、私が50年ほど住んでいる東京都

町田市の場合も、同じように古代集落のまとまりが

捉えられます。今でこそ東京都ですが、1300年ほど
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前の古代集落の分布からすると、実は町田市は東京

都ではなくて、神奈川県の川崎市を中心とした古代

の都筑郡という郡域に含まれるのではないかと考え

ています。町田の場合は、この集落の分布が境川と

いう水系と丘陵の分水嶺、また河川沿いに展開した

集落分布から考えられるということで、古代集落も

河川とのつながりが深いことがわかります。この町

田の領域がなぜ現代の東京都の領域になっていくの

かということは、古代以降の中世、近世のどこかで

大きな変化があったのではないかと思います。そう

いったところのお話も後ほど先生方からいただける

とありがたいと思いました。 

 最後に、本日、立派な「多摩川歴史巡り」のリー

フレットをつくっていただきまして、ありがとうご

ざいました。サブタイトルの「史跡を歩き未来へつ

なげる」という言葉も、非常に重要だと思っており

ます。その一環として、「多摩川スタンプラリー」

を今日から10月8日まで実施しています。ぜひ皆様、

このスタンプラリーに参加していただいて、多摩川

流域の様々な史跡を実際に見て、触れて、体験して

いただきたいと思います。コロナ禍ですので、気を

つけてご参加いただければと思います。以上です。 

 

○神谷コーディネーター 

ありがとうございます。 

今、最後に地図のお話も出ましたが、小田先生、

この歴史巡りについての評価はどうでしょうか。今

後どう使うかなどお答えいただければと思います。 

 

○小田パネリスト 

 欲しい人にはどんどん送るというわけにはいかな

いと思いますが、多摩川に面した両県の神奈川と東

京都の各学校に配ってもらいたいです。多摩川の歴

史について、昔、東急財団かなにかがやったものが

あって、触れないくらい厚いやつがあるのですが、

これ意外といいかもしれません。 

 

○神谷コーディネーター 

 ありがとうございます。リーフレットをどう使っ

ていくかということもこれからの課題なので、いろ

いろな御意見をいただいて、また考えていかなけれ

ばいけないと思います。 

 では、次の橋場さんと望月さんお願いいたします。 

 

○橋場パネリスト 

 公益法人多摩市文化振興財団の橋場と申します。

本日はどうもありがとうございます。 

 以前、セミナーの第5回で「関戸合戦と関戸の地

域性」というお話をさせていただきました。これは

2007年度に当館で開催しました関戸合戦という展示

を基にお話をさせていただいたのですが、こちらに

いらっしゃる小野先生や、第6回でお話しされた岩

橋先生などの御研究成果なども使わせていただきま

して、関戸に伝わる中世の合戦伝承が、どのような

歴史的事実と近世の地誌編纂が関わっているのかと

いうお話をさせていただいたものです。 

 関戸には関戸合戦、分倍河原と関戸で行われた

1333年の新田義貞の合戦伝承がありまして、それの

供養が現在も行われています。その供養がいつから

始まったかとか、実際にその基になった1333年の合

戦がなぜその場所で行われたか、その後も、しばし

ば関戸、分倍河原のあたりが合戦の場所になってい

るのでそれがなぜなのかという話を少しさせていた

だきました。既にいろいろ指摘されていますとおり、

鎌倉街道と多摩川の交差点に当たる場所で、渡河点

に当たる場所であって、政治的にも交通上も軍事上

も重要な場所だったという話をさせていただきまし

た。 

 この伝承や伝承地が残っているのは近世の地誌編

纂の影響が非常に大きいということで、単に中世だ

けを見ていくのではなく、その後の近世の動向など

も見ていくべきだという、特に岩橋先生などの御研

究を基に御紹介させていただきました。 

その補足としまして関戸に関所があったことなど
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が書かれた戦国時代の後の北条氏の時代の古文書が

ありますので、その古文書を伝来させてきた有山家

の拠点がどこにあるかというお話を少しさせていた

だきたいと思っています。 

 大正10年測図・大正14年作成の地図ですが、「有

山」と書かれている部分が有山集落と呼ばれている

場所です。現在の聖蹟桜ケ丘駅のすぐ近くの東寺方

の1丁目なのですが、ここに有山屋敷があったと言

われています。関戸合戦の伝承があるところはこち

らの街道沿いですが、この裏山一帯が城山と呼ばれ

ており、新田義貞がここの山の上で着到をつけたな

どの伝承もあります。多摩川の関戸の渡しにつなが

る道と、一ノ宮の渡しにつながる道のちょうど交差

点に有山集落があります。 

 

 この有山集落の検討をした結果、大栗川という多

摩川の支流に岩堰という堰を設けて、ここから用水

を引いてきて有山集落に流していました。この用水

が江戸時代初期の元禄年間の頃の絵図に既に見えて

いるので、江戸時代初期には開削されていたと考え

られています。この有山集落の中の田んぼは、「有

山田」という名前がつけられた田んぼが多いことか

ら、有山が開発した場所だろうというところまでは

検討をしました。ただ、この有山集落がいつつくら

れたか、どのくらいまで遡れるかは、まだ検討が進

んでいません。 

 今日のお話のように地形に注目しますと、小野神

社のある一ノ宮の集落と有山のある有山集落はそれ

ぞれ微高地になっていまして、昔から集落があると

ころだったという可能性があります。さらに、有山

の隣に細い水路みたいなものがあるのですが、これ

は古茂川と呼ばれていて、これがさらに古い用水で

ある可能性があります。まだ検討途中の部分が多い

ですが、これからこういう集落や屋敷跡のことを検

討していきたいと思っております。その中で用水と

いうのは非常に重要だと考えております。 

 

○望月パネリスト 

 続きまして、神奈川県立歴史博物館の望月と申し

ます。本日はよろしくお願いいたします。 

 私は、このセミナーは3年ほど前の第7回に多摩川

下流域の中・近世史ということでお話をさせていた

だきました。今日は開発と文化ということですので、

そのあたりを絡めて話を振り返りつつ、最近考えて

いることも併せてお話しできればと思っております。 

 多摩川のどこから下流域とするかということで、

それぞれの方々によって下流域の出発地点は異なっ

ていますが、基本的には、台地、丘陵を抜けて沖積

低地に入ったところから下流域と呼んでいいのかと

思っております。先ほど知花先生からも詳しく礫の

話や砂利の話がありましたが、いずれにしても上流

から多くの土砂が運ばれてきており、その中には有

機質もたくさん含まれているということで、沖積低

地には肥沃な土地が広がっていたのではないかと考

えております。 

 その上で、下流域における開発ということでみる

と、中世資料は数少なく非常に限られていますが、

唯一残っている荘園資料があります。それが稲毛荘

という荘園です。承安元年（1171年）にその荘園を

土地調査した「検地目録」という資料が残っていま

す。それによると、当時の荘園内の田の面積は263

町歩ほどあり、そのうち耕作している土地が262町

歩と、ほぼ99.数％耕作地であったことがわかりま

す。当時の荘園を考えてみると、大体6割程度が耕

作地で、ほかは荒れた土地ということが一般的です

が、その中でほぼ全面積が耕作地になっているとい

うことは、いかにこのあたりが肥沃であったのかを
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裏づけると思います。 

 併せて、この承安元年（1171年）以前、平治元年

（1159年）に土地調査を行っていますが、そのとき

の田の面積が約206町歩です。十数年ほどで60町歩

ばかりが開発されているということで、この時期非

常に活発に開発がされたということが言えるかと思

います。地域的には、現在の川崎市の中原区にあた

ります。資料には、稲毛郷、小田中郷、井田郷とい

う地名が記されており、今でも中原区に井田や上小

田中、下小田中という町名があることから、この周

辺に展開された荘園だと考えられています。 

次に近世初頭の話になりますが、二ヶ領用水が川

崎市域を流れております。慶長2年（1597年）に小

泉次大夫によって工事が始まり、約14年間かけて慶

長16年（1611年）に完成した灌漑用水です。これに

より、江戸後期には1,000町歩ばかりの田に水が行

き渡りました。この用水は、低地を流れているので

流路にあまり大きな勾配がありません。では14年間

でいかに開削工事を進めたのか、1つは知花先生の

地図にもあったように、多摩川はかなり蛇行してい

ました。氾濫で流れが変わると、その後に水が全く

流れなくなるのではなく川の痕跡は残ると思います。

小泉次大夫は、そうした痕跡をうまく利用しながら

開削の工事を進めたのではないかと考えられます。

当時の測量では、わずかな勾配を測るというのはか

なり厳しいと思うので、そうした自然地形をうまく

利用して開発を進めていったのではないか考えてい

ます。 

 ですから、そういった意味で多摩川は洪水によっ

て流域住民に大きな被害が出ますが、逆にその流路

を使い、用水路として利用していたのだと思います。 

 さて、これまでは街道や渡河といった形で、どう

しても川を横で考えてしまうことが多いですが、多

摩川の水運という縦の交通についても考えなければ

いけないと思います。府中あたりでも常滑の大甕が

出土していたり、青梅でも荒川上流で取れる緑泥片

岩で作られた板碑が多く見つかっていたりします。

それらを陸路で運ぶことは不可能ですので、水運と

いう形で運ばれました。いかに多摩川の水運が発達

していたかということが、文化を運ぶという点で大

きな意味をなしてくるのではないかと考えておりま

す。ただ、水運の資料は非常に少なく、特に多摩川

では少ないので、遺物などから何か考えられないか

と考えているところです。以上です。よろしくお願

いいたします。 

 

○神谷コーディネーター 

 ありがとうございます。 

 今、橋場さん、望月さんからお話しいただいて、

お二人のお話は、この「多摩川史跡マップ」の中で

「多摩川を歩く」関戸編と川崎編ということで囲み

があります。なかなかうまくできなかった面もある

と思いますが、関戸編について、補足説明したいと

ころはありませんか。 

 

○橋場パネリスト 

 マップでは霞ノ関南木戸柵跡と関戸観音寺を挙げ

ていますが、⑯南木戸柵跡は菊池山哉が昭和34年

（1959年）の調査で柱穴を見つけたことから、関所

の柵跡と推測したものです。菊池山哉の書籍を見る

と、関戸観音寺のほうにも北の木戸柵跡と出ている

ので、観音寺も関所の一部として菊池山哉は考えて

いるのかと思われます。 

 ただ、これを鎌倉時代の関所の木戸柵跡として本

当にいいかどうかというのはまだ議論の余地があり

ます。柱穴が出たというのは確かですが、その年代

比定だとか、実際にそれが鎌倉時代の関所の柵の跡

だったのかというところについてはまだ議論がある

と思いますので、今後の検証で明らかになっていく

かと考えています。 

 このような細かいことは地図のほうには反映でき

ないので、後ろの年表のところに「諸説あります」

と書いていただきました。まだまだこれから検討に

より分かっていくと思っておりますので、「諸説あ



 

- 20 - 

 

第3回多摩川流域歴史シンポジウム  

「多摩川史のまとめ」開催報告 

2021 年 9月 26日（日）13:30～16:50 

場 所：日野市東部会館内ホール 

参加者：57名（WEB）主催：多摩川流域懇談会 

 

ります」と書いていただいたけたことはありがたい

と思っています。 

 

○神谷コーディネーター 

 ありがとうございます。 

 QRコードで「多摩川を歩く」に入れるようになっ

ていて、そこの説明についてもバージョンアップし

ていこうという話もしていますので、様々な御意見

もいただきながら改善していきたいと思います。 

 望月さんも川崎編ついて御意見いただけますか。 

 

○望月パネリスト 

 川崎も多摩川に沿って縦に長い市域になっていま

すので、網羅的に扱うことは非常に難しいのかと思

っています。マップでは、川崎宿周辺として六郷の

渡しや田中本陣、二ヶ領用水関係がありますが、二

ヶ領用水は取水堰が2か所ありますので、できれば

中野島のほうもあってよかったのかと感じています。 

 流域にはそれぞれ様々な史跡等もありますので、

ぜひこのマップを一つの手がかりにしながら御自身

で歩き、新しい発見をしていただければと思いまし

た。 

 

○神谷コーディネーター 

 ありがとうございます。 

 二ヶ領用水や六郷用水も何とか地図の中に入れ込

みましたが、どうしても多摩川全域の地図の中で表

現するということで難しい面はあったかと思います。

またこの詳細が見られるよう補足していけたらと思

います。ありがとうございました。 

 それでは、引き続き、眞下さんと小野さんにお願

いいたします。 

 

○眞下パネリスト 

 江戸東京博物館の眞下と申します。2019年10月に、

第8回のセミナーでお話をさせていただきました。

タイトルとしては「近世多摩川の分水－水の利用を

考える－」ということで、それまでのお話は多摩川

の本流について先生方にしていただいたと思います

が、私は分水を取り上げさせていただきました。 

 江戸時代は、中世までと少し異なり、江戸にまず

首都が置かれて、人口がかなり増えてきたこと、そ

れから人の移動が活発になってきたことがあります。

その流通と移動を満たすために、河川が非常に有効

利用されたことが近世の特徴かと思います。 

 また、もう一つの特徴として、多摩川の物資の移

動があります。望月先生からもお話がありましたが、

緑泥片岩の話や常滑焼きの話もありますが、物資以

外に飲料水として多摩川が利用されるようになった

ことが非常に大きい問題かと思います。慶長年間の

二ヶ領用水、六郷用水の分水から始まり、初期段階

の分水は、基本的には灌漑用水として田畑を生かす

ために多摩川の水が使われました。それが承応年間

ということで1650年代になると、上流の羽村で玉川

上水が多摩川から分水され、江戸の市民の飲み水と

なりました。多摩川が灌漑だけではなく飲用として

も活用されるようになったわけです。 

 知花先生のお話にもありましたが、なぜそんなに

遠いところから水を持ってこなければいけなかった

のかという疑問が挙げられます。それがまさに勾配

からの観点で、遠くへ水を運ぶためには勾配をはじ

めとしたさまざまな地形条件について考えなければ

なりません。 今後、多摩川や玉川上水を考えるた

めに、こういった地形の問題や科学的な分野、デー

タの問題などを集めていかなければいけないと思っ

ています。 

 あと、多摩川は線としてではなく、面として考え

なければならないという点です。今の玉川上水のお

話にもありますが、多摩川の水は玉川上水に入って、

その玉川上水の水が30以上の分水を生み出し、さら

には神田上水にも助水として使われております。つ

まり、大げさに言えば、多摩川の水は武蔵国の南半

分を流れていたと言えます。 

 そう考えますと、もっと多摩川を広く面で捉えて、
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その多摩川の水の役割をさらに検討していかなけれ

ばいけないと思っています。人が住んで、それから

生活が安定し、次に文化というものがやってきて、

人の心がもっと潤っていくというようにつながって

いくと思います。そういうところを古代から中世、

近世、近現代まで含めて広い視野で検討していくと、

多摩川についての意識が広がっていくと思います。 

 マップにつきましては、非常にいいものをつくっ

ていただいたと思います。史跡にあるように、近世

から現代というのは連続していると思います。個別

にこの部分が近世だけだということではなく、近世

で利用されていたものが、近代、現代になっても使

われています。羽村の投渡堰はその典型的なもので、

近世と構造が変わらないまま今でも使われています

ので、そういった連続性の問題も多摩川を考える上

で必要になってくると思います。 

 

○小野パネリスト 

 恐れ入ります、小野と申します。 

 多摩川という川の名前は、「万葉集」で歌われて

いる非常に古いものです。それでは、なぜ「タマガ

ワ」と呼ぶのかといった場合は、奈良時代の「万葉

集」や「風土記」の中で、水辺の石、海辺の石を玉

に例える表現というのが非常に多いです。そのこと

から多摩川の名前も、玉のように美しい河原石とい

うことで「タマガワ」と名づけられたと考えました。

そのことは、石材が非常に豊富な川だったというこ

とと非常に特異な石の川ということからも理解でき

るのかと思っています。 

 次には、地名が先か川の名前が先かということが

あります。多摩川が流れているところは多摩地域で

すが、多摩を流れていたから多摩川と呼ぶのか、多

摩川が流れていたから多摩という地名になったのか

という問題です。これにつきましては、多摩川とい

う名前が自然発生しやすい川の名前で、全国的にも

大変多いことから考えても、川の名前が先かと思い

ます。律令国家ができたときに郡が編成されていま

す。郡は当初、評と呼んでいましたが、そのときに

多摩川の中流域、上流域を含んだ村々を編成して、

多摩評、多摩郡がつくられたということが考えられ

ます。要するに、多摩という地域の文化は多摩川か

ら来ていると思います。 

 「タマガワ」の漢字表記は時代によって変わって

いきます。江戸時代には文芸表現の中で、「玉川」

が非常に多く使われます。今は「多摩川」が定着し

ていますが、時々「玉川」が見え隠れてしているの

は多摩川の文化の問題だと考えました。 

 リーフレットの感想ですが、これは歴史巡りを目

的としたマップですが、最大の特色は自然地形的な

流域を明瞭に示したところにあるのではないかと思

います。多摩川もそうですが、大きな川は県境、市

境になっています。しかし、その地域の文化を考え

る場合には、右岸、左岸共に流域として考えていく

べきだということをこのマップは教えてくれている

と思います。 

 ちなみに、「万葉集」に歌われているこの辺の地

名は、武蔵野と多摩川と多摩の横山の3つです。こ

の3つ以外は詠まれていません。この3つが詠まれて

いるのは偶然ではないと思います。知花先生のおっ

しゃる流域景観です。武蔵国府が置かれたあたりか

ら見た自然地形的な流域景観が、明瞭に武蔵野、多

摩川、多摩の横山、つまり多摩丘陵となっています。

こういったことも、このマップを見ながら理解でき

ると思います。以上です。 

 

○神谷コーディネーター 

 ありがとうございます。 

 とりあえず一回りしましたので、Q&Aで1つ御紹介

したいと思います。知花先生に関係するお話がずっ

と出てきたと思いますが、暮らしについて1つ質問

がきています。「川の地形によって人と川の関わる

場所が決まり、川と関わったお年寄りの多い地域で

は、今でも川を守る地域活動が活発な傾向にある。

そういうお話と理解してよろしいでしょうか。」こ
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れにお答えいただいた上で、皆様の知花先生に関わ

る御意見についてもお答えいただければと思います。 

 

○知花コメンテーター 

 ありがとうございます。御質問もありがとうござ

いました。まず、御質問にお答えしてから皆様のお

話に関連するところをお話ししたいと思いますが、

質問いただいたとおりです。地形がまずあって、そ

の地形が人の暮らせる場所を規定しますし、水の動

きも規定します。やはり地形があって、その上に水

の流れがあって、それを利用する人の暮らしがある

というのがベースになるので、川の地形によって人

と川の関わる場所が決まるのですから、これはその

とおりです。 

 次のポイントも大事で、「川と関わったお年寄り

が多い地域では、今でも川を守る地域活動が活発な

傾向にあるのですか」についてですが、これもその

通りです。昔、川で遊んだ人が多いところでは活動

が続いているし、農業用取水堰がある場所には、今

まさに川に関わっている人がいるので、今でも一生

懸命活動しています。 

 大事なのは、今後この活動をどうつないでいくか

ということです。それがうまく次世代に継がれてい

く場合とそうでない場合があるんです。舟運が栄え

て川と関わりの深い集落ができ、年配の方がよく川

で遊んだという話があって、それを聞いていた今の

40代の世代やもっと若い20代の世代がいます。特に

そうした地域で、次世代に川の意味をどうつないで

いくのかというところがまさに今後問われるところ

です。人と川との関わりが深い地点を中心に、うま

く継がれている地域もあるので、それをもう少し解

明して、様々な地域で人と川の関わりを強くしてい

けたらと研究をしているところです。 

 先生方も、これまでの振り返りありがとうござい

ました。私も発表資料を読ませていただいて、この

マップも拝見して、改めて今日のお話を聞くと、セ

ミナーに出ておきたかったという思いが強くなりま

した。結局、流域があって、そこで水のつながりが

できるのです。それが人と人とのつながりにもなり

ますし、石材も運ばれますし、古くは普通に石が流

れてもきました。材木なども流しますので、流域を

捉えて、その上で地形や水系を捉えて、そこから歴

史を分析していくことの意義と面白さを改めて皆さ

んのお話を伺いながら痛感した次第です。 

 ところで、関戸合戦の話は今日全く触れませんで

したが、橋場さんのお話で、あの地域がいかに広い

河原が広がっていたのか、なぜあそこなのかという

のが、地形を見てよく分かりました。 

 この場所に関して、惣画図をずっと眺めていると

大栗川が大きく描かれていて、一方で、実際に今の

状況を見るとそんなに有名な支流ではないです。そ

ういうことを考えると、昔の絵は面白いと思います。

実際のスケールでは全然描かれておらず、様々な思

いが込められているような気がします。そういう意

味では、大栗川はかなり大事な川だったのかと感じ

ますが、その辺いかがですか。 

 

○橋場パネリスト 

 大栗川が大きく描かれていたというのは、恐らく

作者の相沢伴主が多摩の関戸村の出身で、大栗川な

どについても自分で調べて描いているので、恐らく

通常以上に大栗川がデフォルメされたのだと思いま

す。作者の問題かと考えられます。 

 

○神谷コーディネーター 

 ありがとうございます。 

 最後に、眞下さんから望月さん、江口さんと回っ

て、全体のコーディネートしていただいた小野さん

と、このマップのきっかけをつくっていただいた小

田先生と回っていきたいと思います。眞下さん、補

足や知花先生への御質問でも構いませんのでよろし

くお願いいたします。 

 

○眞下パネリスト 
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 玉川上水は開削時の文献がほとんど残っていない

ということで、なぜ羽村なのかということについて、

選ばれた理由は古文書などからは明確に知ることが

できません。しかし、こういうところに堰を築いた

り、重要だろうと思われるポイントはとてもよく分

かっています。ただ、どのように当時の人々が地形

を読み取れたのかというのはとても不思議です。記

録的にここから引きましたとかこういうやり方をし

ましたということがあればよいのですが、今後、掘

削などのことを考えるにあたって、当時の人々が多

摩川を見てどのように地形的に捉えていたのかを考

えていかなければいけないと思ったのですが、知花

先生から、地形の把握方法についてどのような意識

をお持ちかお伺いしたいと思います。 

 

○知花コメンテーター 

 ありがとうございます。我々には地図があります。

武蔵野台地はもともと多摩川の扇状地が隆起したも

ので、今も等高線を真っ直ぐに引くと同心円上にな

ります。しかし、真っ直ぐ玉川上水を通すと素直に

流れるという話は地形図を持っている人間の感覚で

す。当時、どういう空間認識をしていたのかという

話はとても興味があります。まるでドローンやスカ

イツリーから眺めたかのような絵図が昔に描かれて

いて、どれぐらいの空間スケールなら俯瞰的に人間

が想像できたかというのは、私も興味を持っている

ところです。 

 もう一つ、なぜできたのかという理由について考

えると、昔川が流れた形跡でもあったのかという気

もしますが、全く想像がつきません。 

 実際地べたを歩きながら同定できるのか、地形と

今の川の姿を見ながら当時に思い馳せて行うことは

面白い作業だと思うので、もう少し研究したいと思

っています。ありがとうございます。 

 

○眞下パネリスト 

 ありがとうございました。俯瞰的な物の見方とし

ては北斎や広重などでもそうですが、錦絵などによ

く鷹の目線からまちを見るというのがあって、そう

いう認識を持っていた人がいたと思います。それが

もう少し具体的に解明できると、そういう俯瞰的な

感覚を持てるような人がいたのかと想像ができます

が、それについても深めていければいけないと思い

ます。 

 

○知花コメンテーター 

 追える限界というような空間スケールがある気が

します。ありがとうございます。 

 

○神谷コーディネーター 

 それでは、望月さん、一言お願いいたします。 

 

○望月パネリスト 

 知花先生から大変興味深い話がたくさん聞けて、

非常に勉強になりました。特にセグメントの1、2、

3という形で分けた街道と渡しの部分は非常に面白

いと思いました。 

 例えば調布堰あたりですと、多摩川の汽水域の限

界ということも何か関係してくるのかと思いました。

また、関戸は重要な場所だと考えています。水運の

部分でも、関戸地域は材木を流してくるところの集

積でもあったり、下流から船で運ぶ一つの集積地で

もあったり、様々な意味で交通の要衝、渡河地点と

いうことで関戸宿ができたのだと思います。 

 先ほど先生が地図を見て、このあたりは河原が広

いという話を聞いて、そうすると河岸が発生して、

そこで物資が集積することも十分考えられるという

ことで、今後いろいろと考えてみる手がかりになる

と思いました。 

 そのような意味で、勾配変化点と歴史的な事象と

をうまく結びつけていくと、多摩川の立体的な全体

像が見えてくるような気がしました。改めまして今

日は大変貴重なお話をありがとうございました。 
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○神谷コーディネーター 

 ありがとうございます。 

 関戸が脚光浴びていますが、江口さん、一言お願

いいたします。 

 

○江口パネリスト 

 まず、知花先生、今日はありがとうございました。

私は小学校以来教わってきた摩耗説しか知らず、府

中あたりで摩耗した河原石は、上流から運ばれてく

る間に削れるのだと市民の皆様ともお話をしていた

ことがあったので、不勉強を痛感しました。 

 そうすると、例えば今日、このリーフレットの⑨、

府中市にある武蔵府中熊野神社古墳という上円下方

墳、国内でも発掘調査で確実な例は10例に満たない

珍しい古墳を取り上げていただいたのですが、そち

らに積み石(葺石)で葺かれている石が多摩川の河原

石と考えていまして、直径が10センチぐらいで長さ

が30センチぐらいの磨滅した河原石なのです。それ

が府中市周辺で取れると信じていたのですが、知花

先生のお話だと小さい河原石しかないということだ

ったので、お伺いしたいと思いました。 

 古墳時代に、長さ30センチぐらいで直径10センチ

ぐらいの角が丸くなったものを、私たちは多摩川の

府中市周辺で取れる河原石だと信じて疑わなかった

んですが、別に取れないわけではないということで

考えてよろしいでしょうか。今日のお話だと、小さ

い河原石ばかりだということですが、その点だけ、

武蔵府中熊野神社古墳に関わってお伺いしたいと思

いました。 

 

○知花コメンテーター 

 ありがとうございます。今は砂利ばかりですが、

年配の漁協さんや昔釣りをした人が、大きな石がな

くなったというので、大きな石があったのはそこま

で昔ではありません。先ほど古い写真を見せました

が、多摩大橋なので、昭島のあたりで少なくも30セ

ンチ近い石があったはずです。なので、古墳時代は

あったはずです。では、どこまであったかという話

になると、やはりどれだけ下流まで行っても、関戸

か、その下流の是政のあたりです。あそこから勾配

が落ちるので、分級説からいうと、その辺までかと

思います。 

 今でもところどころにはあるので、どこかにはあ

ったはずです。なので、古墳をつくっていたときは、

恐らくそんな遠くから運んでこなくても、30センチ

の石は取れたのではないかという気はしています。

ただ、今はないので想像しづらいです。 

 もう一つ、先ほどの摩耗説と分級説について、摩

耗説を否定するものでは当然ありません。石は当然

丸くなっていきますし、石が割れているところも実

際に見られますから摩耗説はありますが、バランス

が重要になります。まず、地質によって違うという

感覚を持っていまして、先ほどから緑色片岩の話も

出ていますが、ああいう石ですとやはり摩耗のほう

が卓越している気はします。しかし多摩川は、勾配

と石の大きさを考えると、やはり分級説抜きには難

しいという気もしています。ありがとうございます。 

 

○江口パネリスト 

 ありがとうございます。では、最後に、今日知花

先生におっしゃっていただいた国府が置かれた理由

について、多摩川が崖にぶつかって大丸用水堰で集

中するという、ホットスポットは現在の府中街道あ

たりが自然堤防と考えていたので、そこがばっちり

合うとおっしゃっていただいたので、安定的な水田

経営を営める立地ということがよく分かりました。

ありがとうございました。 

 あと、今日は古代の武蔵国府と集落について述べ

ていますが、先ほど望月先生がおっしゃったように、

多摩川下流の品川湊で発見されている常滑焼きの大

甕と全く同じタイプのものが府中市でも発掘されて

いることは、下流から遡って府中周辺まで来るとい

うことも十分考えられますし、逆に上流からという

ことでは、現在の八王子市域の南多摩窯跡群の須恵
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器が平安時代になると、大量に府中に入ってきます。

上流からの須恵器も、舟運で府中に運ばれてくると

思いますので、そういう縦のつながりが時代を超え

て、考えられるのかなと思いました。ありがとうご

ざいました。以上です。 

 

○知花コメンテーター 

 ありがとうございます。今のところは大事で、私

も資料を見た限りですが、舟運は大事で、荒川や江

戸川だと舟運と河岸というので説明つきます。下流

から上がってきたときの陸との接点が浮かんできま

す。 

 なので、今は上から出てきた土砂がどこで変化を

持つかという観点で見ていますが、下から船が上が

ってきたときにどこまで上がれるかを考えるには、

汽水域がポイントとなりそうです。感潮域と言う場

合もあります。海水と淡水が混ざるのが汽水域で、

干満の影響を受けるのが感潮域という定義を習いま

した。 

 しかし結局、上から来るものといえば、水のほか

に材木や石材の輸送もありますので、セグメント境

界はそれらの動きともやはり合致してきます。上流

からと下流からとで挟んで考えていったとき、その

交点となるのが勾配変化点で、様々な人間活動を捉

える上でも大事かと思いました。感想です。ありが

とうございます。 

 

○神谷コーディネーター 

 ありがとうございます。 

 小田先生、小野さんと回って終えたいと思います。 

 では、小田さん、お願いいたします。 

 

○小田パネリスト 

 多摩川では、30センチぐらいの石が江戸時代には

あまり見られません。旧石器時代には、拳ぐらいの

石が一番大きく、あまり大きい石を使わないのです。

あとは小さな石を石器の材料に、チャートとか砂岩

を使います。メノウを使うこともありますが、恐ら

く山梨から取ってきたものです。大きい30センチぐ

らいの石を使うようになったのは縄文時代です。特

に縄文時代の中期、つまり5000年前です。縄文人は

大きい30センチほどの石を大量に多摩川から使って

います。それで石のお皿をつくったり、石の板の上

で様々な穀物を割ったりつぶしたりする道具に利用

していました。 

 あと、調布の深大寺の裏山に、深大寺裏山遺跡が

あり、縄文中期の打製石器群の製作地で石の斧をつ

くっていました。30センチ以上の大きい石を割って

打製の石の斧にします。深大寺の裏山には、リヤカ

ーで運んだぐらい、石の斧が山のように畑に落ちて

いました。小金井の貫井南遺跡で発掘したときに、

出てきたものを全部計測しました。それを全部大き

な石に復元した形で、30センチほどの石から何個ほ

どの打製石器がつくられるかを「ドルメン」という

雑誌に発表しています。縄文人によって調布とか府

中あたりの石はほとんど取り尽くしてしまうのでは

ないでしょうか。 

 その後、弥生時代になると、その石は不要になり

ます。水田耕作ですから、むしろ大田区とかあの辺

の低湿地に水田をたくさんつくり、集落は高台につ

くっています。このように弥生時代と縄文時代、旧

石器時代で石の使い方が違いますので、恐らく大き

い石は縄文人が取り尽くしたということで、なかっ

たのではないでしょうか。ということを今の話で思

いつきました。以上です。 

 

○神谷コーディネーター 

 ありがとうございます。 

ここで、リモート参加の皆様で質問がありました

ので小野さんの話を少し置いて、Q&Aをやります。 

 「多摩川の流域の地形や歴史、治水、地形分類図

から、ある程度自然摂理から法則に従って人の営み

がなされてきたということを学びました。質問です。

古い図面からの学びという点ではいかがでしょう



 

- 26 - 

 

第3回多摩川流域歴史シンポジウム  

「多摩川史のまとめ」開催報告 

2021 年 9月 26日（日）13:30～16:50 

場 所：日野市東部会館内ホール 

参加者：57名（WEB）主催：多摩川流域懇談会 

 

か。」これは知花先生だけではないかもしれません

が、いかがでしょうか。 

 

○知花パネリスト 

 御質問ありがとうございました。また、感想もあ

りがとうございます。 

 先ほど大栗川の質問をしましたが、ああいう話が

意外と大事だと思っていまして、本来地図というの

は客観的に描かれているべきものです。今の我々の

感覚からいうと、緯度経度がきちんと合っていて、

正確な標高が描かれている地図がいい地図です。た

だ、ずっと遡っていくと、古くは行基図みたいなも

のがありますが、あれは随分ひずんでいるし日本列

島の形じゃないのです。しかし、伊能図があればあ

れは要らないのかというと、あれはあれで当時どこ

が大事だったかを捉える上では大事です。結局古い

図面は、今の地図の感覚でいう精度に関しては落ち

ますが、逆に何に焦点を当てていたのかがよく分か

るので、古い図面と古い考古史料、今の正確な地図

という、この3点セットを照らし合わせて初めて見

えることも多いと思います。 

 関連するかは分かりませんが、今、我々は風景を

写真で把握しますが、写真の少し前だと風俗画報の

絵で把握していました。あれも結局絵師の方がその

地域に入って聞いた話で描いているので、ある意味

今よりもショッキングな映像になります。なので、

客観的に捉えられる話と、そのときに起こっていた

人間の事象が混ざって描かれているので大事かと考

えています。ありがとうございます。 

 

○神谷コーディネーター 

 ありがとうございます。 

 この辺を素材にして話を進めると、テーマである

開発と文化にも近づけると思うのですが、小野さん、

まずは一巡ということで一言お願いします。 

 

 

○小野パネリスト 

 まず、知花先生のセグメント境界論は衝撃的で、

境界のところに街道や渡しがつくられていたという

お話でしたが、例えば端から道を造っていって川に

着いたときに、道というのは大きなデザインで行わ

れているものなので、右に振れようか左に振れよう

かという問題にとどまらないと思います。例えば関

東平野全体あるいは東日本全体でデザインしていく

中で律令国家の官道をつくる場合にも、川を起点に

道をデザインしていることになってしまいます。律

令国家の列島デザインのときに大きなポイントにな

るところが河川で、その次に役所を基にして道をデ

ザインしているということですから、今日先生が提

示された問題というのは大きく波及するのではない

か思いました。とりあえず以上です。 

 

○知花コメンテーター 

 ありがとうございます。どこまで展開、主張して

いいか分かりませんが、先ほどのお話と一緒で、古

代人の空間認識のスケールです。確かに街道筋が全

部川の状況で決まっているとは思えないので、もう

少し広域の状況で決まっているはずです。そういっ

た中で、ここは川が渡りにくい、あるいは川は変動

が大きいからもう少し上流にしようみたいなことは

あったと思います。ですが、それでできる調整は限

られているので、広域の何かがないと街道の通し方

は決まらないはずです。 

 ただ、川及び川の周辺の人の暮らしで、既に人の

暮らしや何らかの動線みたいな小さい道はできてい

た気もします。それは国府と畿内を結ぶというよう

な大きな話とはまた別にです。なので、そういうミ

クロな計画とマクロな計画がどこかでぶつかって今

の姿があるのかと思っていますが、そこは私もまだ

このセグメント境界論を始めたところなので、どう

いうふうに広域とつながるのかは今後も研究してい

きたいと思います。ありがとうございます。 

 あと、コメントというかお礼を言いそびれました
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が、小田さんのお話、ありがとうございました。人

間の影響はいつまで遡るのかという話があって、

我々は戦後ぐらいをずっと追っていますが、明治期

も結構川が荒らされていたということもあり、そこ

から先はあまり人間の影響は大きくないと軽視して

いた感じがあります。 

 ですけど、古代に30センチ大の石はあったとは思

いますが、今はそう簡単には流れて来ません。実験

で羽村堰の下に大きな石を置いておいても、流れて

いく過程で砂利の中に埋まっちゃうので、下までう

まく行かなかったのです。なので、結構な量がない

とあんなところまで行かないですし、しかも相当な

洪水がなければ、そんなにたくさん行きません。し

かし、万年スケールだとあり得たと思います。ただ、

それをそうやって縄文時代から取り尽くすという行

為は現在まで残る影響としてはあるかもしれないと

思った次第です。どうも貴重な御意見ありがとうご

ざいました。 

 

○神谷コーディネーター 

 ありがとうございます。 

 この辺の話でつないでいっていただいていいかと

思います。小田さん、いかがでしょうか。 

 

○小田パネリスト 

 いわゆる旧石器や縄文時代の狩猟、採集を主にし

た生活のときには、あまり多摩川などの大きい本流

を人間は利用しません。飲料水のある湧水のところ

で生活するのが中心で、むしろ多摩川の低地のとこ

ろは、動物とかそういうものがたくさん通ったり集

まったりしてくるところで、高いところから見て狩

猟するということが中心です。弥生時代になって初

めて農業という、いわゆる水田稲作になってから、

多摩川の利用というのは大きく変わってくると思い

ます。特に田園調布には邪馬台国ぐらいの大きな弥

生の集落があります。お墓もあって、田園調布南高

校の敷地からはすばらしい首飾りをやった女王様が

発掘されています。 

 多摩川台古墳という古墳もあの辺にあります。そ

れはみんな、関西から黒潮を通ってずっと東京湾に

上がってきますが、多摩川の入り口で一つの集落と

いうか基地をつくります。いわゆる関西の基地です。

そして、今度は荒川上流に行って行田のほうに2か

所あります。武蔵野台地で言えば、赤羽のところに

1つあります。なので、武蔵野台地は荒川に面した

赤羽に1か所、多摩川出口の田園調布あたりに1か所、

すばらしい弥生の大国ができています。 

 古墳時代になると、どんどん関西から人間が進出

してきますので、不思議なことに、関西の古墳じゃ

ない大陸からの古墳の影響の人たちがたくさんお墓

をつくるのです。狛江の亀塚からは、朝鮮式の形を

したすばらしい玉の数珠が出てきており、今も文化

財としてあります。先ほどの多摩の落川の大栗川に

も、特殊な古墳があります。あと、三鷹の天文台の

中にもあります。そうすると、弥生時代から様々な

人たちが多摩川を利用して上がってくるということ

になります。なので、狩猟・採集の時代と農耕の始

まった時代を一つの大きな区切りとして多摩川の利

用を考えてみたらどうでしょうか。 

 

○神谷コーディネーター 

 ありがとうございます。 

 チャットで石の話が１つ入ってきています。「多

摩川の玉石は、石垣などたくさん使ってきたのでは

ないですか。今はコンクリートですが、多摩川採取

が禁止される前は、府中、国分寺近隣の崖の石垣は

みな河原石でした。」という話です。 

 

○知花コメンテーター 

 ありがとうございます。旧石器時代に使った話は

今日初めて勉強しましたが、30センチ大の大きな石

がかつてはあって、それはかみ合わせが外れたから

流れていったという説も確かにありますが、使った

という話もたくさん出てきます。おっしゃるとおり
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だと思います。 

 例えば砂利採取でも、いいサイズの骨材がなって

きたので、砕石機に放り込んで割ったという記述も

見たことがあります。 

 これは別の川でしたが、「最近、この川どうです

か」と言ったら、年配の方が、「昔、大きな石がた

くさんあったのが、最近全然ない」とおっしゃった

のです。「なぜそんなになくなったのですか」と聞

くと、その人は「みんな持って帰ったから」と言っ

ていました。「漬け物石にも使えるし、石垣にも使

えるからみんな持って帰った。だからなくなったの

だ」とおっしゃっていました。 

 あまりこうした影響は考えずに川の中の地形を説

くことが多いですが、やはり人の影響は無視しては

いけませんね。なのでおっしゃるとおり、基本的に

は昭和30年、40年になっても、かなり持ち出された

のだと思います。 

 

○神谷コーディネーター 

 ありがとうございます。 

 玉石については小野さんも言及されていますが、

多摩川の玉石は切っても切れない関係にあると思い

ます。そのあたりについて、玉石という見方で見る

と、なぜ多摩川にたくさん玉石があったんだろうか

というのも疑問ですが、その辺はいかがでしょうか。 

 

○知花コメンテーター 

 ありがとうございます。難しい質問です。そうい

う意味でいうと、さっき私、地質の話をしましたが、

どちらかというと花崗岩や火山岩のほうが大きな石

がたくさん出ます。逆にある程度の大きさから砂ま

でのバランスが一番いいのは、古い堆積岩系のとこ

ろだという気はしていて、花崗岩だと大きな石と砂

になります。火山は、大きな石で安定すると言いま

したが、山本晃一先生とお話ししていたときに、風

化の不連続性の話は分かるが火山だけ自分の感覚と

違うとおっしゃったのです。山本先生は、火山は大

きな石もあるし火山灰もあるからセグメントに分け

にくいとおっしゃるのです。確かに火山灰や火山砕

屑物の影響などいろいろ考えなければならないと思

った次第です。 

 一方の古い堆積岩に関しては、また少し違い、連

続的に出ます。風化の不連続性からいうとすごく大

きな石は出にくいですが、30センチほどから出始め

ます。ほかの川だと20センチ大の石はたくさんあり

ます。20センチ大からずっと砂利、砂まであります

が、その中で火山と違うのは、メリハリがあるとい

うところです。連続的ではありますが、巨礫がある

ところと急勾配地点、セグメントはきれいにできる

のです。さらに、扇状地とセグメント2-1、2-2とい

うように、連続的だがスポットがちゃんと分かれて

いくという特徴が古い堆積岩の特徴かと思います。 

 古い堆積岩はジュラ紀あるいは白亜紀の付加体で、

四万十帯もそうですが、太平洋岸沿いにずっと沿っ

ており、基本的には糸魚川－静岡構造線、すなわち

静岡より西のほうで顕著に見られます。東側はかつ

て海面下に沈んでいるので、若い地質年代のものも

多いですし、火山も多くて見つけにくいです。そう

いった中でフォッサマグナがあって、ちょうど関東

山地のところだけ古い堆積岩が残っているので、関

東地域にこうした川があったというのは、コンクリ

ートの骨材を取る上で好都合だったということです。 

 そういうジュラ紀や白亜紀の付加体の礫河原はき

れいです。日本の一級河川は一通りずっと車で巡回

しました。最初、関東から西にいって、四国を回っ

てから中国地方に入って、九州北部に入りました。

中国地方と九州北部は花崗岩ばかりでした。そうす

ると、大きな石と砂の川がずっと続いて、やや視察

に疲れてきました。しかし、九州の中部から南部に

入ってジュラ紀付加体に入ったとき、礫河原を見て

懐かしさを感じました。あぁこれが自分のなじみの

石の川の風景だと感じたのを覚えています。 

 玉石というと大きな石だけに焦点が当てられがち

ですが、大きな石があればそれを中心にきれいな粒
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度分布があります。大きい石があって、その間に細

かい石が詰まっていきます。これは先ほどの火山の

メリハリのない粒度分布とは違います。様々なもの

がただ混ざっているだけではなく、大きい石がその

周りに隙間を埋めるようにいくので、堆積岩の川は

粒度分布の形を書くとすごくきれいになります。な

ので、大きな石もあるし砂利もあるしで、きれいな

石の河原ができていたというのは、多分多摩川の特

徴ではないかと見ています。火山岩、花崗岩の河原

がきれいでないと言うと怒られますが、少し河原の

形が崩れることもあります。 

 

○神谷コーディネーター 

 ありがとうございます。結論としては、「玉川」

でよいそうです。今日のパネルディスカッションの

テーマに即して開発と文化ということで、最後に一

回りして締められたらと思います。 

 それでは、橋場さんからどうぞお願いいたします。 

 

○橋場パネリスト 

 知花先生の御講演の感想を申し上げたいと思いま

す。勾配変化点についても興味深かったですが、砂

利が現在のような形になったのが最近だというお話

が、河床のところまで着目したことがなかった自分

にとって、非常に面白かったと思います。多摩川と

非常によく似た河床を持つ川というのはあるのでし

ょうか。多摩川がかなり変化しているというお話だ

ったので、変化しない場合はどういう形だったのか

を知りたいと思いまして、もし多摩川によく似た川

があれば教えていただきたいと思っております。 

 

○知花コメンテーター 

 ありがとうございます。比較研究をすることが多

いので、火山岩と堆積岩でこう違いますという比較

はよくやりますが、類似の川で人間のインパクトの

あるなし、強い弱いで比較しようとしても、比較対

象を探すのが難しいことが多いのです。さっき言っ

たようにジュラ紀や白亜紀の付加体の川だと、西に

行くと目立つのは、糸魚川－静岡構造線のすぐ西な

ので、安倍川、大井川になります。ある意味似てい

ますが、山から出てくる土砂の量が全然違います。 

 そこから西に行くと、紀伊半島とか四国南部にな

りますが、今度は山になってしまうものの、四万十

川と多摩川を比較すれば、石は多摩川に似ています。

先ほど九州で懐かしいと言ったのは、番匠川という

大分県の川で、河原としては似ていますが、川の規

模が小さいです。このようになかなかありません。 

 なので、焦点を当てるポイントによって違います。

地質的には確かに安倍川や大井川と多摩川は比較し

てもいいと言えます。あるいは流域規模で見ると、

多摩川と栃木、茨城を流れる那珂川を比較すること

が多いですが、あちらは火山なので、今度は石の材

料が全然違います。しかし、例えば台地と低地の使

い方とか、そういったものでは比較できるので、何

か焦点を決めてあげると比較はできますが、難しい

のが現状です。 

 荒川や千曲川も、近いと言えば近いんですけれど

も、周りに入ってくる丘陵地や形が違います。荒川

と多摩川の比較をしても、いろいろ違います。なの

で、正直難しいです。また探しますが、ここだと言

えないのが現状です。 

 

○神谷コーディネーター 

 そうですよね、武蔵野台地自体が、全国取り出し

てみてもかなり大規模な扇状地で、そこに人が大勢

住んでいるので、多摩川は少し特殊な川なのではな

いかと思います。 

 今日のお話ですごく、納得したのは、眞下さんが

武蔵の南半分を流れていたのが多摩川だとお話され

たことです。やはり文化的に見ると、多摩川流域は

そういう捉え方をしないといけない気がします。眞

下さん、いかがでしょう。 
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○眞下パネリスト 

 文化的なお話と多摩川流域の話というと、先ほど

の川の問題で、もちろん飲料水としての問題はある

と思いますが、やはり水辺空間をもう少し突き詰め

ていく必要があると思いました。例えば玉川上水と

言えば、小金井桜が著名で、江戸時代後期には江戸

から日帰りの旅ができるような観光地ではありまし

た。当初はただ水が流れる空間が、桜が植えられ、

そこにさまざまな人が集まって観光地になって、交

流が生まれ、文化が育っていきます。 

 これは多摩川も同様だと思われます。初期の頃は

どうしても灌漑とか飲料とか生きるためだけに水を

使うことになりますが、少しずつ変わってきて、近

世の後期、それから近代、現代になるごとに多摩川

の河川敷の扱い方が変わってきて、いわゆる文化と

いうのとは少し違うかもしれませんが、川を生活の

なかに取り入れていくことで、川と共に生きるとい

う風潮ができあがってきて、時代を下ってくるごと

に個人から集団へ、多様化するようになってきてい

るのは、いい傾向ではないかと思っております。 

 先ほどのお話で、多摩川流域は非常に水辺空間を

利用する活動がいまだに多く残っているというので、

私も幾つかは知っていますが、流域全体に残ってい

るとは思っていなかったので、多摩川として誇るべ

きことだと思います。そういうところをこれからも

発展させて、単に水辺を利用するのではなく、多摩

川の歴史や流通の問題とかの学びの中に入れていっ

ていただけるといいのかと思います。 

 

○神谷コーディネーター 

 ありがとうございます。 

 知花先生のお話は縦断勾配の話で、私は建設なの

で慣れていますが、普通は平面的や水系と、あまり

縦断で考えません。しかし、例えば多摩川の主流で

ある大栗川、乞田川、浅川とかが集中している場所

が府中なわけです。なので、恐らく縦断的にもそれ

は顕著に特徴が出ていると思います。国府の意味や

価値がなぜあそこなのかというあたりで、私は水と

の関係が大きいのではないかと思っていますが、今

日の知花先生の話も含めていかがでしょうか。 

 

○江口パネリスト 

 文化という視点で言えば、やはり都からの最先端

の情報やモノを国司が国府に伝えて、それを国司が

武蔵国中に府中の国府から発信していくと思います。

そういう意味では、府中が武蔵国の首都的機能を持

った古代の地方都市であり、神谷先生がおっしゃっ

ている水都府中というのも、私は当たっていると思

います。 

 モノがどう伝わってくるかということは非常に興

味がありますが、今日のお話の水運という意味では、

考古学的には非常に弱い部分でございます。実際、

古代に国府が置かれた時代に、どこまで川を遡って

こられたのかということが重要で、「万葉集」の世

界で言うと、埼玉県の津の歌が「万葉集」にあって、

埼玉の津で舟が揺れているという歌ですが、その埼

玉の津がどこかというのも各種説があります。行田

市周辺の荒川水系だと言われていますが、そこを遡

ってくるのが曳き船だと考えられています。 

 ただ、大河川多摩川はそういうことはあり得ない

と思いますので、実際、どこまで大河川多摩川を遡

ってくるのか、私は中世の段階では、常滑焼が出土

する室町時代、品川湊を起点として多摩川を遡って

くると考えていますが、古代は難しいと思っていま

す。実際、河川工学的には大河川多摩川をどこまで

遡れるのか、埼玉の津みたいな曳き船であれば可能

でしょうが、それはあり得ないと思いますので、そ

の点、ご意見伺えるとありがたいと思いました。 

 

○知花コメンテーター 

 難しい質問であまり考えたこともないですが、た

だ多摩川の流域というものは変わってないとします。

雨の降り方も、最近気候変動で変わってきています

が、今対象にしているような時間スケールで言うと
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あまり激しい変化ではありません。そうすると、雨

の降り方と流域の形が決まれば、都市化はしていな

いでしょうから、山がはげ山だったか森林だったか

という差はあるにしても、大体の流量規模は決まっ

てくるはずです。玉川上水から水を取ったという話

もありますが、それがなかったとして、どれぐらい

かという計算はできるはずです。そうすると、流速

や水深がどれぐらいあったかという見積りはできる

はずです。 

 そうした中で、どれぐらいの規模の船を、引っ張

るのにどれぐらいの人数が要るかとか、風で動くか

とか、そこの議論は物理的にやろうと思えばできる

と思います。大正時代などのまだ渡し船が残ってい

たときの状況から見ると、小さな船であればかなり

浅いところでも行けます。それが、ただ物資を積む

大きな舟となると話が違ってくるので、どれぐらい

の水深が必要かについて、魚が遡上するのにどれぐ

らいの流量が必要かを見積もるのと同様の方法を用

いるのが良いかもしれません。魚の場合どうやるか

というと、早瀬や一番水深が浅いボトルネックとな

るところを探し、例えばサケが遡上するのだったら

これぐらいの水深が必要で、マスだったらこれぐら

い、ウナギだったらこれぐらいという必要な水深の

基準を決め、その水深になるにはどれぐらいの水量

が必要かというのを逆算します。同様に、まずは、

舟が通る上でのボトルネックがどこで、そこでは普

段の流量でどれぐらいの水深・流速になるのかとい

う見積りをすれば、船はここまでというような議論

もできるかと思います。 

 定性的には、関戸か是政のところで川の地形が大

きく変わるので、あそこまではよくても、そこから

上になると話は違うというところまでは言えるかも

しれません。しかし、そこまでもたどり着いたかど

うかは、そういう細かい定量的な議論があってもい

いのかという気はしました。 

 

○神谷コーディネーター 

 ありがとうございます。 

 そうこうしているうちに予定の時間が近づいてし

まいましたので、トータルコーディネートしていた

だいた小野さんに、このシリーズも一区切りという

ことで、御感想をお願いします。 

 

○小野パネリスト 

 今日、大栗川の話が随分出てきましたが、昔、大

栗川にはいい石がいっぱいあって、庭石に適してい

るとみんな持って帰りなくなってしまった、という

話を府中在住の古老の方から聞いたことがあります。

川も、現状をもって昔のことを安易に考えてはいけ

ないということなのかと思いました。 

 文化の面で言えば、玉川上水で当時の江戸幕府の

国策のような感じで江戸の飲料水と新田開発のため

に水が持っていかれて、ただでさえ少ない多摩川の

水がまた減ったという興味深い話がありましたが、

それも逆に言えば、江戸以前はもう少し水運があっ

てもいいと思いました。ただ、元から水が少なくて

遡れないという話も今聞きまして、そうした中でど

ういった水運が考えられるのかと思ったところ、興

味深い話が浅草の浅草寺縁起にありました。浅草寺

再建のときに青梅から木を切り出してくるのですが、

普段は水が少ないので、大水のときを見計らって、

一気に多摩川に流して東京湾まで持っていき、東京

湾に出してしまえば今度は高潮がくるので、一気に

浅草までいけます。観音様のおかげでそれができた

というような縁起の記述になっているのです。そう

すると、中世以前には少ない水量でしたが、台風が

来る前に木を切り出しておこうということで、それ

を見計らって一気に流すという流通の仕方もあった

のかもしれないと思いました。 

 そんなことで、ある時期に入間川は筏の水運、多

摩川はインフラ整備のために用水を流してしまうと

いう、そういった江戸を取り巻く川の用途選択みた

いなのも政策としてあったのだろうと思いましたの

で、近世以後と以前でそういった川の文化的機能に
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ついても今後考えてみたいと思いました。 

 総じて、多摩川流域は開発の歴史であったと思い

ます。それとともに災害との闘いもあったのでしょ

うけど、そういった流れの中で流域景観は大きく変

貌してきたわけですが、逆に、その中でいにしえの

多摩川の風景というのが求められてきたと思います。

特に江戸は新興都市ですので、その歴史に裏打ちさ

れるような昔の歴史名勝は必要だったのでしょう。

万葉の昔から和歌に詠まれて、長い文化的な歴史が

あるということで開発された多摩川ですが、いにし

えの歴史名勝が文化の問題として多摩川に求められ

たというような大きな流れを感じ取ることができた

と思います。皆様、先生方のお話を聞いてそういっ

た感想を持ちました。どうもありがとうございまし

た。 

 

○神谷コーディネーター 

 ありがとうございます。 

 予定の時間になりましたので、パネルディスカッ

ションを終えたいと思います。皆様、どうもお疲れ

さまでした。ありがとうございます。 

 

閉会挨拶 

竹田 正彦氏（国土交通省

京浜河川事務所長） 

 

○竹田 

 ただいま御紹介いただきました国土交通省京浜河

川事務所事務所長の竹田です。閉会の御挨拶を申し

上げます。 

 本日は、第3回多摩川流域歴史シンポジウムに御

参加いただきまして、誠にありがとうございます。

コロナの関係でオンラインでの開催となりましたが、

57名の方に参加していただいているということで、

大変ありがとうございます。ただ、先ほど事務局か

らも御説明ありましたとおり、オンラインでの開催

ということで、便利な面もありますが不具合も生じ

ることがあるということで御不便をおかけしており

ますが、御参加いただきまして誠にありがとうござ

います。 

 また、本日、講演、パネルディスカッションとい

うことで、東京大学の知花先生、神谷委員長、ほか

登壇いただきました皆様には、長時間にわたりまし

て貴重なお話を聞かせていただき、誠にありがとう

ございます。 

 この内容については冊子「多摩川の歴史巡り」で

まとめられているということで、幅広いお話を聞か

せていただき、このパンフレットを見るのに参考に

なったかと思います。 

 まだまだコロナの心配は尽きないところですが、

ワクチンの接種、新たな取組が進みまして、もう少

し落ち着けば、こういったパンフレットを持ってぜ

ひ多摩川に出ていきまして、さらに多摩川について

知り、多摩川らしさについてもっと探求できればと

思います。 

 では、最後に、御参加いただきました皆様、御登

壇いただきました先生方の皆様にお礼申し上げまし

て、簡単ではございますけれども閉会の御挨拶とさ

せていただきます。本日はどうもありがとうござい

ました。 
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「多摩川流域歴史セミナー」は多摩川と人間の関わりの歴史を掘り起こし、「多摩川らしさ」としての

地域文化を再発見することを目的として、先史・古代、中世、近世、近現代と年代を追いながら、多摩

川流域の博物館、歴史館を会場として、地域に即したテーマで随時公開セミナーを開催してきました。 


